
はじめに －巻末資料について－ 

巻末資料には、頭首工のエプロン系施設の補修に用いるパネル等の表面被覆材料の耐摩耗性及

び耐衝撃性を評価するための回転式水中摩耗試験法及び鋼球落下式衝撃摩耗試験法を掲載する。

また、頭首工のその他施設の補修に用いる表面被覆材料の耐摩耗性を評価するための水砂噴流摩

耗試験法を掲載する。 

そのほか、頭首工補修工事の施工管理に役立てるため、パネル工法、打換え工法、無機系被覆

工法、有機系被覆工法など、補修工法毎の施工管理及び品質管理に関する資料（施工管理項目等

参考例）を掲載する。 

１ 試験方法（案） 

・回転式水中摩耗試験法(角柱研磨式)(案)

・鋼球落下式衝撃摩耗試験法(案)

・表面被覆材の水砂噴流摩耗試験法(案)

２ 施工管理項目等参考例 

（1）パネル工法  

（2）打換え工法  

（3）無機系被覆工法  

（4）有機系被覆工法  
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１ 試験方法（案） 

回転式水中摩耗試験法(角柱研磨式)(案) 

1 適用範囲 

頭首工のエプロン系施設の補修に用いる被覆材料の耐摩耗性を評価する試験方法と

しての回転式水中摩耗試験について規定する。 

2 供試体1) 

供試体の作製は次による。 

(1)供試体 

供試体は、上底91 mm、下底219 mm、高さ300 mm、厚さ55 mmの台形状とする（図

1）。厚さ55 mmの供試体作成が困難な場合は、鋼材等のスペーサを用いて厚さを55 mm

に調整しても良い。供試体は、可能な限り製品と同様の仕様で作製する。摩耗試験を行

う供試体の面は、製品が摩耗作用を受ける面とする。 

何らかの理由により上述した供試体を作製できない場合は、試験申請者及び試験担当

者が協議し、供試体の作製及び試験方法を決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 供試体 

 

3 試験方法1） 

回転式水中摩耗試験装置を用いて試験を行う。回転式水中摩耗試験装置の概要を図2

に示す。装置はステンレス製の円筒体（センタードラムとアウトドラム）が二重となっ

た構造である。円筒容器の底に15枚の供試体を図3に示すように円環状に設置すること

ができる。 

供試体を試験機の底に設置した後、水および研磨材（鋼製の長・短角柱：SS400）を
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投入し，図2に示すように回転アームにより水流を発生させると、試験機の底では，研

磨材が水流に乗り供試体表面に衝突しながら移動する。水流と研磨材の衝突により供試

体に摩耗が発生する。促進摩耗試験後の供試体の表面形状を図4に示す。供試体の配置

を図3に示す。供試体は原則として3枚連続して配置し、レーザー距離計を用いて3枚の

供試体の平均摩耗深さを計測する。供試体の配置および計測方法については７．解説で

詳しく述べる。 

試験条件を表1，2に示す。初期水深は40 cmに設定し、摩耗材は長角柱（SS400・□19×40 

mm）を20個、短角柱（SS400・□19×20 mm）を60個）投入し、回転数70 rpmにて計測を

おこなう時間まで攪拌する。所要の計測時間まで運転を行った後に、円環状に設置した

供試体の中央3枚の供試体を取り出し（図3）、供試体の表面形状をレーザー距離計を用

いて測定する。 

 
図 2 摩耗試験機概要図 

 

 

 

 

 

  図 3 供試体の配置 

 

 

図 3 供試体の配置（例） 

 

  

材料 1 種類の供試体の配置              材料 2 種類の供試体の配置 

測定する供試体

φ1100 ㎜ 
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表 1 試験条件 

項  目 数 値 単 位 摘 要 

水  量 350 L 水深 40 ㎝相当 

回 転 数 70 rpm  

計測時間 12、24 h 左記時間経過後に摩耗測定

を行う 

摩耗材 長角柱 

    短角柱 

20 

60 

個 表 2 参照 

 

表 2 摩耗材の仕様 

摩耗材形状 材 質 寸 法 摘 要 

長角柱 SS400 □19×40 mm 113.4 g／個 

短角柱 SS400 □19×20 mm 56.7 g／個 

図4 促進摩耗試験後の供試体 

 

4 供試体表面形状の測定 

レーザー距離計（図 5）を用いて供試体の表面形状（摩耗曲線）を測定する。レーザ

ー距離計の繰返し測定精度は 10  m 以下とする。測線上を 0.1 mm 間隔で測定し、供試

体の表面形状（摩耗曲線）を求める。測定は、摩耗試験前、試験 12 時間後及び 24 時間

後に行うことを原則とする。測定の際は、測定範囲に 2 箇所以上の不動点となる領域

（以下、不動点と呼ぶ）を設け、不動点を同時に計測する。不動点の値を用いて測定値

の基線補正を行う。測定方法については７．解説にて詳しく述べる。 

  

装置内側 

装置外側 
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5 供試体の平均摩耗深さ 

供試体の摩耗進行の指標には平均摩耗深さを用いる。平均摩耗深さとは、図 6 に示

すように摩耗により削り取られた供試体の面積 S を積分区間長 L で割った値である。

この値は、削り取られた面積が積分区間に一様分布するときの深さに相当し、積分区間

に対する平均的な摩耗深さを表す。供試体の平均摩耗深さの求め方については７．解説

にて詳しく述べる。 

 

図 6 摩耗曲線と摩耗により削れる面積 

6 報告 

次の事項を試験結果として報告するものとする。 

・ 試験年月日（開始，終了） 

・ 試験を行った機関、場所 

・ 補修材料の種類 

・ 試験供試体の数、寸法、材齢、作製方法  

・ 耐摩耗性に影響を及ぼす特性値（強度、最大骨材寸法、繊維種類、繊維量（%/vol)) 

・ 試験前の供試体（初期値）及び12，24時間試験後の測定対象3枚の供試体のそれぞ

れの7測線の摩耗曲線のグラフ 

・ 試験前及び試験 12，24 時間後の測定対象 3 枚の供試体の平均摩耗深さの総平均値

を試験材料の平均摩耗深さとして報告する（値は小数点第 3 位を四捨五入し、小数

点第 2 位として報告する）。 

図 5 レーザー距離計による供試体の測定 
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・ 試験開始時，12時間，24時間後の供試体の表面状態のわかる写真 

 

7 解説 

(1)供試体の平均摩耗深さ 

対象供試体に対して試験開始から n 回目の摩耗測定により得られた供試体の平均摩

耗深さを
n

wD と表記する。供試体内の 7 本の測線に対して n回目の測定で求めた基線補

正済みの摩耗曲線を ynとすると、ynと基線軸で囲まれる面積は「n回目の測定までに摩

耗により削られた面積」に「初期計測時の面積」を加えたものとなる。この面積を
n

wS で

表す（式（1））。
n

wS から初期計測時の面積
0

wS を引けば、n回目の計測までに摩耗により削り

取られた面積  0n
w wS S を求めることができ、その面積を積分区間長 L で割れば測線に対

する平均摩耗深さ
n

wd を求めることができる。 

1 枚の供試体に対して図 8に示す 7 測線で計測を行う。各側線 iに対して側線 iの平

均摩耗深さ ( )nw id が求まる。7 側線のうち、中央 3 側線の平均摩耗深さの総平均が供試

体の平均摩耗深さ
n

wD となる（式（3））。3 枚の供試体に対して
n

wD を求め、平均を取れ

ば、試験材料を代表する平均摩耗深さ
n

wM （式（4））が求まる。 
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ここで、 

  yn：n回目のある測線に対する基線補正済みの摩耗曲線 

 
n

wS ：n回目のある測線に対する基線補済みの摩耗曲線の面積 

 
n

wd ：n 回目のある測線に対する平均摩耗深さ 

 
n

wD ：n回目のある供試体の平均摩耗深さ（供試体 3 測線の平均値） 

 
n

wM ：n回目の試験材料の平均摩耗深さ（3 供試体の平均値） 

  x1：積分開始座標（一般には摩耗開始位置とする） 

  x2：積分終点座標 

L：積分区間長（100 mm） 

なお、レーザー変位計の計測ピッチが 0.1 mm，積分区間が 100 mm の場合、式（1）

の面積計算は底が 0.1 mm×高さ計測値の長方形の和となり、式（5）から計算でき

る。 
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 𝑆 
 ൌ ∑ 𝑦 

  
    

ൈ 0.1 （5） 

ここで、 

  yi：i番目のレーザー測定値（mm） 

  n1：積分開始点 x1 に対応する測点番号 

  n2：積分終了点 x2 に対応する測点番号 

 
図7 実際の供試体と摩耗曲線、不動点、積分区間の関係 

 

図8 台形供試体の測線と設置台を用いた測定方法の例 

 

(2)供試体表面形状の測定方法 

図 7 に示す台形供試体に対して、摩耗が発生している摩耗外縁（摩耗開始点）から

距離 100 mm 以上の範囲を計測する。その際、基線補正に必要な不動点を計測範囲内に
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含むように計測をおこなう。 

図 8 に示すように 1 枚の供試体に対して 7 測線を設け、表面形状を測定する。測線

の設定では、供試体の上辺、下辺の中点を通る測線④をまず設定する。次に、その両側

に測線①、②、③及び⑤、⑥、⑦を放射状に設ける。平均摩耗深さの計算には中央部の

③、④、⑤の値を用いることを基本とする。不動点となる領域としては、供試体の非摩

耗領域、あるいは、その面に平行な面（図 8 ではレーザー設置台を不動点としてる）を

設定する。設置台は傾かないように注意して設置する。不動点を用いた測定値の補正方

法については文献 2）を参照されたい。 

 

(3)対照材料及び供試体の並べ方、測定について 

図3に示した供試体の並べ方等について補足する。図3の赤丸を付けた3枚の供試体が

測定対象供試体となる。この供試体に対して図8に示す7測線にて表面形状を測定し、そ

のうち③、④、⑤の3側線の平均摩耗深さを供試体の平均摩耗深さとし、3枚の供試体の

平均摩耗深さの総平均を試験材料の平均摩耗深さとする。対照供試体は3枚以上を必ず

設置することとし、以下の条件に準拠したコンクリート材料を用いることを原則とする。 

・呼び強度 60 N 

・スランプ 8～12 cm 

・セメント種：普通ポルトランドセメント 

・骨材は砕石 2005（20～5 mm） 

・空気量は 4.5％±1.5%程度 

・コンクリートの配合表を報告すること 

 

8 参考 

(1)測定値の判定 

試験が正しく実施されたかを確認するためには、試験結果の分析が重要である。次

のような試験結果を得た場合は、試験申請者及び試験担当者が協議し、対応を検討す

ることが望ましい。 

ア 一般的に平均摩耗深さの経時変化グラフは上に凸の曲線となる。12時間及び24時

間測定値からグラフの形状を比較し、グラフの傾き（摩耗速度）が特異な場合は検

討を行い、必要があれば再試験、試験時間の延長等を行う。 

イ 測定対象となる3枚の供試体の平均摩耗深さは供試体の作成方法、試験方法など

からその値がばらつくのが一般的である。ただし、促進摩耗試験24時間後の3枚の

供試体の平均摩耗深さの変動係数が0.2以上となる場合は、試験値がばらつく原因

について検討することが望ましい。 
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鋼球落下式衝撃摩耗試験法(案) 

 

1  適用範囲 

頭首工のエプロン系施設の補修に用いる被覆材料の耐摩耗性を評価する試験方法と

して鋼球落下式衝撃摩耗試験法について規定する。 

 

2  供試体 1） 

供試体の作製は次による。 

 

(1)供試体 

供試体は、150×150×150 ㎜の立方体とする。厚さ 150 mm の供試体作製が困難な場合

は、高強度コンクリート（圧縮強度 60 N/㎟以上）を用いてかさ上げをして厚さ 150 mm

の供試体を作製して良い。供試体は、可能な限り製品と同様の仕様で作製する。落下試

験を行う供試体の面は、製品が摩耗作用を受ける面とする。 

何らかの理由により上述した供試体を作製できない場合は、試験申請者及び試験担当

者が協議し、供試体の作製及び試験方法を決定する。 

 

3  試験方法 1） 

鋼球落下式衝撃摩耗試験では、現場において流

水で摩耗を受ける面が鋼球落下試験面になるよ

うに供試体を設置する。供試体は水平から 10°傾

けて固定する。1.042 ㎏の鋼球（材質 JIS G 4805

に規定する高炭素クロム軸受鋼鋼材、呼び径 2-1/2

インチ、呼び直径 63.5 mm 60 等級）を高さ 1.0 

ｍから 500 回落下させ、規定の回数毎に供試体に

生じる最大摩耗深さを求める。 

試験中、供試体の表面を湿潤状態に保つため、

供試体はあらかじめ 23±2℃の水中に 48 時間浸

漬し、取り出してから１時間以内に試験を開始す

る。翌日試験を継続する場合は、23±2℃の水中に

浸漬・保管し、試験を再開する。 

なお、試験中は供試体表面を湿潤状態に保持す

るために、落下回数 10 回毎に水道水を霧吹きで

試験面に散水し、たまり水をウェスで拭き取る。

また、落下回数 10 回毎に欠けた破片をブラシで

清掃する。大きな破片を生じた場合は、その都度

清掃する。 

 

 

 

図１ 鋼球落下試験装置
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4  計測方法 

試験開始前及び落下回数 50、100、300、500 回後の計 5 回、供試体の最大摩耗深さ

及び質量を測定する。最大摩耗深さの計測は、図 2に示すように目視により最深部と

想定される点に印をつけ、その点を中心として試験面の縦横に測線①②及び対角線に

平行な測線③④を描き、各測線に対してレーザー距離計を用いて孔の断面形状（断面

曲線）を 0.1 mm 間隔で測定する。レーザー距離計は繰り返し測定精度 10 μm 以下の

ものを用いる。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5  供試体の最大摩耗深さ 

供試体の測線に対して試験前の試験面を y軸の原点とし図 3の示す座標軸をとる。鋼

球落下により生じた孔の断面曲線を y(x)とすれば、y(x)の最大値（図 2の最深部に相当）

が測線の最大摩耗深さとなる。4 測線の最大摩耗深さを平均し供試体の最大摩耗深さと

する。供試体の最大摩耗深さは、少数点第２を四捨五入し、少数点第一位に丸めて報告

する。 

 
図 3 最大摩耗深さと基線の関係 
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図１ 摩耗量の計測範囲
図 2 計測方法 
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6  報告 

(1)本試験による結果の報告は、次の事項を必須とする。  

・試験年月日（開始、終了） 

・試験機関名（場所） 

・補修材料の種類 

・供試体の数、寸法、材齢、作製方法 

・摩耗量 （計測回数毎の最大摩耗深さ）及び供試体の質量 

・試験開始時、50、100、300 回目及び終了時の写真（図 2 のようにスケールを写し込んだ

もの） 

・特記事項（規定寸法以外の供試体を用いるなど、何らかの試験条件の変更が生じた場合、

特記事項に記載する） 

 

＜文献＞ 

1）森 充広、川邉 翔平、金森 拓也、浅野 勇：鋼球落下による衝撃摩耗耐久性評

価試験に関する研究、コンクリート工学年次論文集、Vol.44，2022.7． 
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表面被覆材の水砂噴流摩耗試験方法(案) 

 

1 適用範囲 

この基準は、コンクリート構造物の補修等に使用する表面被覆材の水砂噴流摩耗試験

方法について規定する。 
 

2 供試体 

供試体の作製は次による。 

(1)標準モルタル供試体は、195×145×40 ㎜とし、JIS R 5201-1997「セメントの物理   

試験方法」に基づき作製し、温度 23±2℃、相対湿度 50±5％で 28 日間養生する。 

(2)表面被覆材の供試体※1は、195×145×40 ㎜とし、製造業者の定める仕様で作製し、

温度 23±2℃、相対湿度 50±5％で 28 日間養生する。 

 

3 試験方法 

水砂噴流摩耗試験方法は、供試体を回転ドラム（回転数 30 rpm）に取り付け、

供試体へ上部に設置された噴射口から 2.0 MPa の珪砂混入圧力水（88.9 ℓ /min）を

10 時間※2噴射する。その際、試験機に投入する珪砂は、3ℓ(試験機内水量 280 ℓ)と

し、粒径は 0.61～1.18 ㎜とする。 

 

4 計測方法 

水砂噴流摩耗試験方法の計測は、試験前と試験時間 2 時間、5 時間、10 時間後に、

レーザー変位計（繰返し精度 0.5 μm）を摩耗深さ方向に使用することで実施する。

計測範囲は、図１に示すように、供試体中央部の濃灰色と淡灰色の範囲（50×75 ㎜）

とし、測線を供試体の短辺に平行に約 10 ㎜間隔で設定し、測線上では、0.5 ㎜間隔で

供試体表面形状（摩耗深さ）を測定する。なお、平均摩耗深さの算出範囲は図の濃灰

色の範囲（50×25 ㎜）であり、試験中の摩耗の進行状況を観察するための参考値であ

る摩耗体積の算出範囲は図の濃灰色と淡灰色の範囲（50×75 ㎜）である。 

              

 図１ 摩耗量の計測範囲 
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5 報告 

(1)本試験による結果の報告は、次の事項を必須とする。  

・ 表面被覆材の種類 

・ 供試体の数 

・ 摩耗量 試験時間ごとの摩耗体積、平均摩耗深さ 

・ 水砂噴流摩耗試験の試験条件及び試験時間 

・ 試験年月日 

・ 試験機関名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 表面被覆材の供試体についての注意事項。厚さが 40 ㎜より薄い場合はコンクリート板等で調整して

確保する。また、摩耗量を正しく測定できない場合があるため、吸水により膨潤する材料を供試体に

用いてはならない。 

※2 補修の効果が期待される期間を 20 年とした場合に相当する試験時間。 
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２ 施工管理項目等参考例 

 

(1) パネル工法 

ア 直接測定による出来形管理（案） 

イ 撮影記録による出来形管理（案） 

ウ 施工管理の記録様式（案） 

エ 品質管理（案） 

 

(2) 打換え工法 

ア 直接測定による出来形管理（案） 

イ 撮影記録による出来形管理（案） 

ウ 施工管理の記録様式（案） 

エ 品質管理（案） 

 

(3) 無機系被覆工法 

ア 直接測定による出来形管理（案） 

イ 撮影記録による出来形管理（案） 

ウ 施工管理の記録様式（案） 

エ 品質管理（案） 

 

(4) 有機系被覆工法 

ア 直接測定による出来形管理（案） 

イ 撮影記録による出来形管理（案） 

ウ 施工管理の記録様式（案） 

エ 品質管理（案） 
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施工管理項目等参考例 

 

(1) パネル工法 
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【パネル工法】

頭首工補修工事の施工管理項目等参考例

ウ　施工管理の記録様式

（案）
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施工管理の様式例について

施工管理記録（下地処理・鉄筋処理・断面修復工）

施工管理記録（不陸調整）

施工管理記録（表面被覆工：パネル工法　外観）

様式－４ 品質管理記録（圧縮強度試験）

下地処理後付着力試験結果表

表面被覆後付着力試験結果表
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様式－３

様式－５

様式－６

　本資料は、「頭首工の補修工事の施工管理の項目等参考例」の「ア　直接測定による出来形管理」
及び「エ　品質管理(案)」に示す施工管理項目の報告様式の例として示すものである。工事契約仕様
書や現場毎の施工工程等に合わせて、適宜、項目を加除して使用下さい。

様式－１

様式－２

　様式中、「ア　直接測定による出来形管理」、「エ　品質管理(案)」に示す以外の項目が含まれます
が、規格値等を確保するため、受注者が任意で管理を行う項目として設定しています。

目　　　　次

様　　式 名　　　　　　　　　　　　　　　　　称 備　考



【様式-１】　

施工年月日： 　　　年  　月　　　日

工事名：   

受注社名：   測定者： 

[天候]：

[湿度]： ％ 

測点：(例)No.○～No.○
部位：(例)○ブロック

測点：
部位：

測点：
部位：

圧力計指示値 MPa MPa MPa

使用水量 ℓ/min ℓ/min ℓ/min

施工面積 ㎡ ㎡ ㎡

作業時間 min min min

付着阻害物の
有無と処置

無・有
(　　　　　　　）

無・有
(　　　　　　　）

無・有
(　　　　　　　）

劣化部の
有無と処置

無・有
(　　　　　　　）

無・有
(　　　　　　　）

無・有
(　　　　　　　）

鉄筋状態の
良否と処置

良・否
(　　　　　　　)

良・否
(　　　　　　　)

良・否
(　　　　　　　)

防錆材塗布の
有無と処置

有・無
(　　　　　　　)

有・無
(　　　　　　　)

有・無
(　　　　　　　)
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※下地処理・劣化部除去の表面状態の欄において、付着阻害物「有」、劣化部「有」となった場合は、下段（
）に処理状況を記載する。

※鉄筋処理の表面状態の欄において、鉄筋状態「否」、防錆材塗布「無」となった場合は、下段（　　）に処理状
況を記載する。

管理種目 管理項目

施
工
管
理

下
地
処
理
・
劣
化
部
除
去

高圧・超高圧
洗浄処理

表面状態

施工管理記録(下地処理・鉄筋処理）

天候及び
屋外環境

 [気温]：最高　　　　　 ℃ 　　最低　　　　　　 ℃

 [測定年月日]： 　 年　 月　 日

施　工
工程名

鉄
筋
処
理

 [測定時間]： 　 時　　 分　～　　　 時　　 分<記入例>
・下地処理・劣化部除去・鉄筋処理・
打換え工　より選択し記入する

表面状態

   管理結果及び処置の内容



【様式-２】　

施工年月日： 　　　年  　月　　　日

工事名：   

受注社名：   測定者： 

天候及び
屋外環境 [湿度]： ％ 

管理種目
測点：(例)No.○
部位：(例)○ブロック

測点：
部位：

測点：
部位：

施工
圧縮強度
(材齢28日)

平均値：　　N/㎟
最小値：　　N/㎟

平均値：　　N/㎟
最小値：　　N/㎟

平均値：　　N/㎟
最小値：　　N/㎟

平坦さ
良・否

(　　　　　　　)
良・否

(　　　　　　　)
良・否

(　　　　　　　)

密実さ
良・否

(　　　　　　　)
良・否

(　　　　　　　)
良・否

(　　　　　　　)

浮き
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

ひび割れ
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

硬化不良
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

その他
（
）

良・否
(　　　　　　　)

良・否
(　　　　　　　)

良・否
(　　　　　　　)

※外観の欄において「否」もしくは「有」となった場合は、下段（　　）に処理状況を記載する。
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施工管理記録(不陸調整)

[天候]： [気温]：最高　　 ℃ 　　最低　　　　℃

[測定年月日]：　　年　　月　　日

施工
工程名

<記入例>
不陸調整工

[測定時間]： 　　時　　　分　～　　　　時　　　分

 管理結果及び処置の内容 

管理項目

施工管理 外観
（仕上がり

状態）



【様式-４】　

施工年月日：　　　年　　月　　日

工事名：   

受注社名：   測定者： 

％

むら
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

流れ
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

欠損
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

ひび割れ
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

膨れ
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

たわみ
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

アンカー設置
良・否

(　　　　　　　)
良・否

(　　　　　　　)
良・否

(　　　　　　　)

充填
良・否

(　　　　　　　)
良・否

(　　　　　　　)
良・否

(　　　　　　　)

むら
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

剥れ
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

浮き
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

ひび割れ
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

硬化不良
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

段差
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

グラウト注入
打音確認 ※3

充填
良・否

(　　　　　　　)
良・否

(　　　　　　　)
良・否

(　　　　　　　)

水抜き設置
良・否

(　　　　　　　)
良・否

(　　　　　　　)
良・否

(　　　　　　　)

目地充填
良・否

(　　　　　　　)
良・否

(　　　　　　　)
良・否

(　　　　　　　)

無・有
(　　　　　　　)

無・有
(　　　　　　　)

無・有
(　　　　　　　)

※3 グラウト注入については、点検ハンマー等により打音確認を行う。
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外観の欄において、欠損、浮き、ひび割れ、膨れ、たわみ、ひび割れ等が「否」もしくは「有」となった場合
は、下段（）に処置位置・内容を記入する。

※1 該当する方に○を記入

※2 表面被覆工実施前の表面含水率及び接着材塗布後の外観は、接着方式の場合に適用する。

施工
管理

接着材塗布後
の外観 ※2

パネル外観

目地外観

水抜き工外観

その他
（空欄に具体的な内容を明記）

表面被覆工実施前の表面含水率
 （躯体・不陸調整材）※1

管理種目 管理項目
測点：(例)No.○～No.○
部位：(例)○ブロック

測点：
部位：

測点：
部位：

施工管理記録（表面被覆工：パネル工法　外観)

天候及び
屋外環境

[天候]： [気温]：最高　　 ℃ 　　最低　　　　℃

[測定年月日]：
 　　年　　月　　日

[測定時間]： 　　時　　　分　～　　　時　　　分



【様式-４】　

工事名：   

受注社名：   測定者： 

工程名： （例）表面被覆工（パネル）

材料種別： （例）グラウト材 規格値： 4週強度 N/㎟

1 2 3 平均値

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

  　 　  

４週試験日 養生日数
規格値

（N/㎟）

試験値（N/㎟）

４週(28日)圧縮強度　平均値

※本様式は、表面被覆工（無機系）、表面被覆工（パネル工法）のグラウト材、表面被覆工（有機系、パネル）に
不陸調整材を使用する場合及び断面修復工、打換え工を行う場合に使用する。
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品質管理記録（圧縮強度試験）

打設日

４週(28日)圧縮強度

施工区間 備考



【様式-５】　

試験年月日：　　年　　月　　日

工事名：   

受注社名：  測定者： 

試験箇所(測点№)：

試験箇所 1 2 3 平均

最大引張荷重T（kN)

付着強度（N／㎟)

破壊面の位置

判定 良・否 良・否 良・否 合・否

試験箇所 1 2 3 平均

最大引張荷重T（kN)

付着強度（N／㎟)

破壊面の位置

判定 良・否 良・否 良・否 合・否

試験箇所 1 2 3 平均

最大引張荷重T（kN)

付着強度（N／㎟)

破壊面の位置

判定 良・否 良・否 良・否 合・否

（特記事項）

（試験箇所）

※基準値の欄は、施工管理項目等参考例などを参考に判定基準値を記載する。

下地処理後付着力試験結果表

○ブロック

基準値
（N／㎟)

○ブロック
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基準値
（N／㎟)

○ブロック

基準値
（N／㎟)



【様式-６】　

試験年月日：　　　年　　月　　日

工事名：   

受注社名：  測定者： 

試験箇所(測点№)：

試験箇所 1 2 3 平均

最大引張荷重T（kN)

付着強度（N／㎟)

破壊面の位置

判定 良・否 良・否 良・否 合・否

表面被覆工施工日

試験箇所 1 2 3 平均

最大引張荷重T（kN)

付着強度（N／㎟)

破壊面の位置

判定 良・否 良・否 良・否 合・否

表面被覆工施工日

試験箇所 1 2 3 平均

最大引張荷重T（kN)

付着強度（N／㎟)

破壊面の位置

判定 良・否 良・否 良・否 合・否

表面被覆工施工日

（特記事項）

（試験箇所）

※基準値の欄は、施工管理項目等参考例などを参考に判定基準値を記載する。
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○ブロック

基準値
（N／㎟)

○ブロック

基準値
（N／㎟)

表面被覆後付着力試験結果表

○ブロック

基準値
（N／㎟)



【パ
ネ

ル
工

法
】

頭
首

工
補

修
工

事
の

施
工

管
理

項
目

等
参

考
例

エ
　

品
質

管
理

巻-28

（
案

）



エ
　

品
質

管
理

工
種

項
目

区
分

試
験

方
法

試
験

基
準

（
参

考
）
規

格
値

管
理

方
式

処
置

下 地 処 理

－
施

工
単

軸
引

張
試

験
下

地
処

理
後

5
0
0
㎡

ご
と

に
３

箇
所

、
1
箇

所
当

た
り

の
試

験
数

は
３

個

３
個

の
試

験
値

の
平

均
値

が
1
.0

Ｎ
/
㎟

以
上

、
か

つ
個

々
の

試
験

値
が

0
.8

5N
/
㎟

以
上

。

１
．

記
録

の
方

式
試

験
結

果
は

、
様

式
－

１
１

に
取

り
ま

と
め

、
測

定
値

が
2
0
点

以
上

の
場

合
は

、
工

程
能

力
図

、
Ⅹ

-
Ｒ

s-
Ｒ

m
又

は
Ⅹ

-
Ｒ

管
理

図
等

に
よ

っ
て

管
理

し
、

2
0
点

未
満

の
場

合
は

結
果

一
覧

表
に

よ
る

。

－

促
進

耐
候

性
試

験

J
S

C
E
-
K
 5

1
1

ｷ
ｾ

ﾉ
ﾝ
ｱ

ｰ
ｸ
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟ4

,0
0
0
時

間
又

は
ｻ

ﾝ
ｼ
ｬ
ｲ
ﾝ
ｶ
ｰ

ﾎ
ﾞﾝ

ｱ
ｰ

ｸ
灯

式
2
,4

0
0
時

間

材
料

の
性

能
、

配
合

や
構

造
等

が
変

わ
る

毎
に

実
施

。
膨

れ
、

ひ
び

割
れ

、
剥

が
れ

、
変

形
が

な
い

こ
と

。

標
準

条
件

（
標

準
・
多

湿
・
低

温
条

件
の

場
合

）
付

着
強

度
1
.5

N
/
㎟

以
上

多
湿

条
件

低
温

条
件

水
中

条
件

（
水

中
・
乾

湿
・
温

冷
条

件
の

場
合

）
付

着
強

度
1
.0

N
/
㎟

以
上

乾
湿

繰
返

し
条

件

温
冷

繰
返

し
条

件

摩
耗

深
さ

表
面

被
覆

材
の

水
砂

噴
流

摩
耗

試
験

(案
)

(材
齢

2
8
日

、
2
0
時

間
経

過
後

)

標
準

供
試

体
に

対
す

る
平

均
摩

耗
深

さ
の

比
が

無
機

系
：
1
.5

以
下

、
有

機
系

：
0
.5

以
下

付
着

強
度

試
験

歩
道

板
を

使
用

し
て

行
う

単
軸

引
張

試
験

試
験

体
の

作
製

：
　

歩
道

用
コ

ン
ク

リ
ー

ト
平

板
(J

IS
 A

 5
3
7
1
：
3
0
0
×

3
0
0
×

6
0

㎜
）
を

使
用

し
、

表
面

処
理

を
行

っ
た

後
、

所
定

の
仕

様
に

従
っ

て
被

覆
す

る
。

　
試

験
体

の
作

製
と

養
生

は
当

該
工

事
現

場
で

行
う

。

表
面

被
覆

施
工

時
①

試
験

期
間

：
　

材
料

製
造

業
者

の
標

準
養

生
期

間
を

基
に

監
督

職
員

と
協

議
し

試
験

期
間

を
決

定
す

る
。

②
試

験
頻

度
：

　
5
0
0
㎡

ご
と

に
1
回

（
1
回

の
試

験
数

は
3

個
）

付
着

強
度

1
.0

Ｎ
/
㎟

以
上

１
．

記
録

の
方

式
　

試
験

結
果

は
、

様
式

-
１

２
に

取
り

ま
と

め
、

測
定

値
が

2
0
点

以
上

の
場

合
は

、
工

程
能

力
図

、
Ⅹ

-
Ｒ

s-
Ｒ

m
又

は
Ⅹ

-
Ｒ

管
理

図
等

に
よ

っ
て

管
理

し
、

2
0
点

未
満

の
場

合
は

結
果

一
覧

表
に

よ
る

。

－

表
面

含
水

率
測

定
高

周
波

容
量

式
水

分
計

表
面

被
覆

前
施

工
ｽ

ﾊ
ﾟﾝ

毎
に

3
箇

所
、

1
箇

所
当

た
り

の
試

験
数

は
3
点

表
面

含
水

率
 6

.5
 ％

以
下

１
．

記
録

の
方

式
　

試
験

結
果

は
、

各
々

所
定

の
様

式
に

取
り

ま
と

め
、

測
定

値
が

2
0
点

以
上

の
場

合
は

、
工

程
能

力
図

、
Ⅹ

-
Ｒ

s-
Ｒ

m
又

は
Ⅹ

-
Ｒ

管
理

図
等

に
よ

っ
て

管
理

し
、

2
0
点

未
満

の
場

合
は

結
果

一
覧

表
に

よ
る

。

－

材
料

促
進

耐
候

性
試

験

J
S

C
E
-
K
 5

1
1

ｷ
ｾ

ﾉ
ﾝ
ｱ

ｰ
ｸ
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟ式

4
,0

0
0
時

間
又

は
ｻ

ﾝ
ｼ
ｬ
ｲ
ﾝ
ｶ
ｰ

ﾎ
ﾞﾝ

ｱ
ｰ

ｸ
灯

式
2
,4

0
0
時

間

工
法

の
性

能
、

材
料

の
配

合
や

構
造

等
が

変
わ

る
毎

に
実

施
。

膨
れ

、
ひ

び
割

れ
、

剥
が

れ
、

変
形

が
な

い
こ

と
。

ｱ
ﾝ
ｶ
ｰ

引
抜

強
度

試
験

社
団

法
人

日
本

建
築

あ
と

施
工

ア
ン

カ
ー

協
会

技
術

部
会

「
あ

と
施

工
ア

ン
カ

ー
試

験
方

法
」
3
本

以
上

設
計

引
張

強
度

以
上
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表 面 被 覆 工

表
面

被
覆

（
パ

ネ
ル

工
法

）
接

着
方

式

付
着

強
度

試
験

材
料

施
工

表
面

被
覆

(パ
ネ

ル
工

法
）

ア
ン

カ
ー

固
定

方
式

試
験

（
測

定
）
項

目

付
着

強
度

試
験

（
１

）
試

験
報

告
書

記
載

の
試

験
内

容
、

試
験

結
果

を
確

認
し

、
必

要
に

応
じ

て
立

会
検

査
を

行
う

。
（
２

）
規

格
値

の
範

囲
に

収
ま

ら
な

い
材

料
は

使
用

し
て

は
な

ら
な

い
。

－ －

（
１

）
試

験
報

告
書

記
載

の
試

験
内

容
、

試
験

結
果

を
確

認
し

、
必

要
に

応
じ

て
立

会
検

査
を

行
う

。
（
２

）
規

格
値

の
範

囲
に

収
ま

ら
な

い
材

料
は

使
用

し
て

は
な

ら
な

い
。

J
S

C
E
-
K
 5

6
1

水
中

条
件

に
お

け
る

養
生

条
件

：
供

試
体

作
成

後
、

温
度

2
0

±
2
℃

、
相

対
湿

度
 6

0
±

1
0
%
で

7
日

間
気

中
養

生
後

、
脱

型
し

て
水

中
養

生
を

行
う

。
乾

湿
・
温

冷
繰

り
返

し
回

数
は

2
0

サ
イ

ク
ル

不
陸

調
整

を
行

う
場

合
は

、
不

陸
調

整
材

を
用

い
た

仕
様

の
供

試
体

で
試

験
を

行
う

。

施
④

-
2



工
種

項
目

区
分

試
験

方
法

試
験

基
準

（
参

考
）
規

格
値

管
理

方
式

処
置

表
面

被
覆

材
の

水
砂

噴
流

摩
耗

試
験

(案
)

(材
齢

2
8
日

、
2
0
時

間
経

過
後

)

標
準

供
試

体
に

対
す

る
平

均
摩

耗
深

さ
の

比
が

無
機

系
：
1
.5

以
下

、
有

機
系

：
0
.5

以
下

J
S

C
E
-
F
 5

3
3

材
齢

7
日

膨
張

率
0
.0

%
以

上

J
S

C
E
-
G

 5
0
5

材
齢

2
8
日

圧
縮

強
度

2
1
.0

N
/
㎟

以
上

J
S

C
E
-
D

 1
0
4

材
齢

2
8
日

気
中

作
製

供
試

体
の

圧
縮

強
度

に
対

す
る

水
中

作
製

供
試

体
の

圧
縮

強
度

比
率

が
8
0
%
以

上

接
着

系
ア

ン
カ

ー

金
属

拡
張

式
ア

ン
カ

ー

J
S

C
E
-
F
 5

4
1

1
日

に
2
回

（
午

前
、

午
後

各
1
回

）
流

下
時

間
6
±

2
秒

J
S

C
E
-
G

 5
0
5

試
験

体
：

　
円

柱
供

試
体

（
φ

5
0
m

m
×

1
0
0

㎜
）
1
回

に
つ

き
4
本

採
取

。
　

作
成

1
6
時

間
以

上
3
日

以
内

に
脱

型
し

、
材

齢
2
8
日

ま
で

2
0
℃

±
2
℃

の
湿

潤
状

態
で

養
生

。

①
試

験
体

の
作

製
：

　
パ

ネ
ル

工
の

グ
ラ

ウ
ト

施
工

中
の

モ
ル

タ
ル

練
り

混
ぜ

中
の

も
の

か
ら

採
取

。
②

試
験

頻
度

：
　

1
㎥

毎
に

１
回

又
は

1
日

に
1
回

。

圧
縮

強
度

2
1
.0

N
/
㎟

以
上

１
．

記
録

の
方

式
　

試
験

結
果

は
、

土
木

工
事

施
工

管
理

基
準

別
表

第
４

　
施

工
管

理
記

録
様

式
1
6
及

び
様

式
－

１
０

に
取

り
ま

と
め

、
測

定
値

が
2
0
点

以
上

の
場

合
は

、
工

程
能

力
図

、
Ⅹ

-
Ｒ

s-
Ｒ

m
又

は
Ⅹ

-
Ｒ

管
理

図
等

に
よ

っ
て

管
理

し
、

2
0
点

未
満

の
場

合
は

結
果

一
覧

表
に

よ
る

。

－

標
準

条
件

多
湿

条
件

低
温

条
件

水
中

条
件

乾
湿

繰
返

し
条

件

温
冷

繰
返

し
条

件

J
S

C
E
-
K
 5

6
1

　
（
2
8
日

養
生

）
圧

縮
強

度
2
1
.0

N
/
㎟

以
上

J
IS

 A
 1

1
2
9
-
3

試
験

体
作

成
時

及
び

脱
型

後
の

養
生

条
件

：
温

度
2
3
±

2
℃

、
湿

度
5
0
±

5
%

2
日

間
養

生
後

に
脱

型
し

た
長

さ
を

基
長

と
し

、
材

齢
2
8

日
の

長
さ

変
化

率
が

0
.0

5
%
以

下

J
IS

 A
 1

1
4
8
 （

A
法

）
凍

結
融

解
3
0
0
ｻ

ｲ
ｸ
ﾙ

相
対

動
弾

性
係

数
8
5
％

以
上

巻-30

ｸ
ﾞﾗ

ｳ
ﾄ材

の
膨

張
率

試
験

材
料

表
面

被
覆

(パ
ネ

ル
工

法
）

ア
ン

カ
ー

固
定

方
式

表 面 被 覆 工

不
陸

調
整

（
表

面
被

覆
工

法
（
有

機
系

、
パ

ネ
ル

）
に

併
せ

て
不

陸
調

整
を

行
う

場
合

)

材
料

ｸ
ﾞﾗ

ｳ
ﾄ材

の
圧

縮
強

度
試

験
(材

齢
2
8
日

)

社
団

法
人

日
本

建
築

あ
と

施
工

ア
ン

カ
ー

協
会

技
術

部
会

「
あ

と
施

工
ア

ン
カ

ー
試

験
方

法
」

ｸ
ﾞﾗ

ｳ
ﾄ材

の
圧

縮
強

度
試

験

ｸ
ﾞﾗ

ｳ
ﾄ材

の
流

動
性

試
験

（
１

）
試

験
報

告
書

記
載

の
試

験
内

容
、

試
験

結
果

を
確

認
し

、
必

要
に

応
じ

て
立

会
検

査
を

行
う

。
（
２

）
規

格
値

の
範

囲
に

収
ま

ら
な

い
材

料
は

使
用

し
て

は
な

ら
な

い
。

（
水

中
・
乾

湿
・
温

冷
条

件
の

場
合

）
材

料
 付

着
強

度
1
.0

N
/㎟

以
上

圧
縮

強
度

試
験

－
長

さ
変

化
率

試
験

凍
結

融
解

試
験

付
着

強
度

試
験

・
有

機
系

被
覆

工
法

、
接

着
式

パ
ネ

ル
工

法
に

併
せ

て
不

陸
調

整
を

行
う

場
合

、
各

工
法

の
付

着
性

試
験

を
行

う
際

、
不

陸
調

整
材

を
用

い
た

仕
様

で
供

試
体

を
作

成
し

、
照

査
す

る
。

・
ア

ン
カ

ー
固

定
方

式
パ

ネ
ル

工
法

に
併

せ
て

不
陸

調
整

を
行

う
場

合
は

、
不

陸
調

整
材

が
単

層
仕

様
の

供
試

体
を

用
い

て
照

査
す

る
。

J
S

C
E
-
K
 5

6
1

水
中

条
件

に
お

け
る

養
生

条
件

：
供

試
体

作
成

後
、

温
度

2
0

±
2
℃

、
相

対
湿

度
 6

0
±

1
0
%
で

7
日

間
気

中
養

生
後

、
脱

型
し

て
水

中
養

生
を

行
う

。
乾

湿
・
温

冷
繰

り
返

し
回

数
1
0

サ
イ

ク
ル

。

工
法

の
性

能
、

材
料

の
配

合
や

構
造

等
が

変
わ

る
毎

に
実

施
。

（
標

準
・
多

湿
・
低

温
条

件
の

場
合

）
付

着
強

度
1
.5

N
/
㎟

以
上

－－

（
１

）
試

験
報

告
書

記
載

の
試

験
内

容
、

試
験

結
果

を
確

認
し

、
必

要
に

応
じ

て
立

会
検

査
を

行
う

。
（
２

）
規

格
値

の
範

囲
に

収
ま

ら
な

い
材

料
は

使
用

し
て

は
な

ら
な

い
。

工
法

の
性

能
、

材
料

の
配

合
や

構
造

等
が

変
わ

る
毎

に
実

施
。

表
面

被
覆

前
全

施
工

本
数

の
0
.5

％
又

は
3
本

の
う

ち
い

ず
れ

か
多

い
本

数
以

上

設
計

引
抜

強
度

以
上

の
引

張
加

力
で

抜
け

だ
し

等
の

変
形

が
な

い
こ

と

１
．

記
録

の
方

式
　

試
験

結
果

は
、

各
々

所
定

の
様

式
に

取
り

ま
と

め
、

測
定

値
が

2
0
点

以
上

の
場

合
は

、
工

程
能

力
図

、
Ⅹ

-
Ｒ

s-
Ｒ

m
又

は
Ⅹ

-
Ｒ

管
理

図
等

に
よ

っ
て

管
理

し
、

2
0
点

未
満

の
場

合
は

結
果

一
覧

表
に

よ
る

。

－

施
工

ｱ
ﾝ
ｶ
ｰ

引
抜

強
度

試
験摩

耗
深

さ

試
験

（
測

定
）
項

目

施
④

-
3



工
種

項
目

区
分

試
験

方
法

試
験

基
準

（
参

考
）
規

格
値

管
理

方
式

処
置

J
S

C
E
-
K
 5

6
1

試
験

体
：

　
円

柱
供

試
体

（
φ

5
0
m

m
×

1
0
0
㎜

）
等

を
1
回

に
つ

き
3
本

採
取

。
　

作
成

1
日

後
に

脱
型

し
、

材
齢

2
8
日

ま
で

2
0
℃

±
2
℃

の
水

中
養

生
。

①
試

験
体

の
作

製
：

　
不

陸
調

整
施

工
中

の
材

料
練

り
混

ぜ
中

の
も

の
か

ら
採

取
。

②
試

験
頻

度
：

　
5
0
0
㎡

毎
に

１
回

。

圧
縮

強
度

2
1
.0

N
/
㎟

以
上

１
．

記
録

の
方

式
　

試
験

結
果

は
、

土
木

工
事

施
工

管
理

基
準

別
表

第
４

　
施

工
管

理
記

録
様

式
1
6
及

び
様

式
－

１
０

に
取

り
ま

と
め

、
測

定
値

が
2
0
点

以
上

の
場

合
は

、
工

程
能

力
図

、
Ⅹ

-
Ｒ

s-
Ｒ

m
又

は
Ⅹ

-
Ｒ

管
理

図
等

に
よ

っ
て

管
理

し
、

2
0
点

未
満

の
場

合
は

結
果

一
覧

表
に

よ
る

。

－

単
軸

引
張

試
験

不
陸

調
整

後
5
0
0
㎡

ご
と

に
３

箇
所

、
1
箇

所
当

た
り

の
試

験
数

は
３

個

３
個

の
試

験
値

の
平

均
値

が
1
.0

Ｎ
/
㎟

以
上

、
か

つ
個

々
の

試
験

値
が

0
.8

5N
/
㎟

以
上

。

１
．

記
録

の
方

式
　

試
験

結
果

は
、

様
式

-
１

２
に

取
り

ま
と

め
、

測
定

値
が

2
0
点

以
上

の
場

合
は

、
工

程
能

力
図

、
Ⅹ

-
Ｒ

s-
Ｒ

m
又

は
Ⅹ

-
Ｒ

管
理

図
等

に
よ

っ
て

管
理

し
、

2
0
点

未
満

の
場

合
は

結
果

一
覧

表
に

よ
る

。

－

巻-31

試
験

（
測

定
）
項

目

表 面 被 覆 工

不
陸

調
整

（
表

面
被

覆
工

法
（
有

機
系

、
パ

ネ
ル

、
）
に

併
せ

て
不

陸
調

整
を

行
う

場
合

)

施
工

圧
縮

強
度

試
験

付
着

強
度

試
験

・
ア

ン
カ

ー
固

定
方

式
パ

ネ
ル

工
法

は
行

わ
な

い
。

た
だ

し
、

不
陸

調
整

施
工

後
に

ア
ン

カ
ー

引
き

抜
き

試
験

を
行

う
も

の
と

す
る

。

施
④

-
4
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施工管理項目等参考例 

 

(2) 打換え工法 



【打
換

え
工

法
】

頭
首

工
補

修
工

事
の

施
工

管
理

項
目

等
参

考
例

ア
　

直
接

測
定

に
よ

る
出

来
形

管
理

巻-33

（
案

）



ア
　

直
接

測
定

に
よ

る
出

来
形

管
理

管
理

図
表

に
よ

る
も

の
（
様

式
2
-
1
、

2
-
2
）

結
果

一
覧

表
に

よ
る

も
の

（
様

式
3
-
1
）

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
も

の

下
地

処
理

外
観

表
面

に
付

着
物

が
な

く
、

骨
材

表
面

が
露

出
し

劣
化

物
の

な
い

コ
ン

ク
リ

ー
ト

表
面

で
あ

る
こ

と
。

同
左

1
ブ

ロ
ッ

ク
ご

と
に

1
箇

所
の

割
合

で
被

覆
面

を
目

視
確

認
す

る
。

－
－

－

様
式

－
１

に
示

す
下

地
処

理
・
劣

化
部

除
処

・
劣

化
部

除
去

の
「
表

面
状

態
」
に

よ
り

管
理

す
る

。

外
観

表
面

被
覆

の
施

工
に

支
障

を
き

た
す

浮
き

、
ひ

び
割

れ
、

硬
化

不
良

等
が

な
く
、

平
滑

で
あ

る
こ

と
。

同
左

1
ブ

ロ
ッ

ク
ご

と
に

1
箇

所
の

割
合

で
被

覆
面

を
目

視
確

認
す

る
。

－
－

－
様

式
－

３
に

示
す

「
外

観
」
に

よ
り

管
理

す
る

。

面
積

（
A

）
－

施
工

面
積

≧
設

計
面

積

全
施

工
面

積
に

つ
い

て
、

展
開

図
又

は
そ

の
他

の
方

法
に

よ
り

測
定

(求
積

)し
、

確
認

す
る

。

－
ブ

ロ
ッ

ク
の

施
工

面
積

－

基
準

高
(V

)
±

2
0

±
3
0

構
造

図
の

寸
法

表
示

箇
所

を
測

定
す

る
。

－
構

造
図

に
朱

記
、

併
記

す
る

こ
と

が
困

難
な

も
の

基
準

高
、

幅
、

厚
さ

、
高

さ
、

長
さ

幅
（
B

)
±

4
0

-
6
0

構
造

図
の

寸
法

表
示

箇
所

を
測

定
す

る
。

－
構

造
図

に
朱

記
、

併
記

す
る

こ
と

が
困

難
な

も
の

基
準

高
、

幅
、

厚
さ

、
高

さ
、

長
さ

被
覆

厚
さ

（
T
）

＋
3
0
　

　
－

2
0

－
3
0

構
造

図
の

寸
法

表
示

箇
所

を
測

定
す

る
。

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
こ

と
が

困
難

な
も

の

基
準

高
、

幅
、

厚
さ

、
高

さ
、

長
さ

長
さ

（
L
）

＋
1
0
0
　

－
6
5

－
1
0
0

構
造

図
の

寸
法

表
示

箇
所

を
測

定
す

る
。

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
こ

と
が

困
難

な
も

の

基
準

高
、

幅
、

厚
さ

、
高

さ
、

長
さ

概
　

　
要

 工
種

項
目

（
参

考
）

規
格

値
（
㎜

）
測

 定
 基

 準

管
理

方
式

測
 定

 箇
 所

 標
 準

 図
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打
換

え
工

法

不
陸

調
整

管
理

基
準

値
（
㎜

）



【打
換

え
工

法
】

頭
首

工
補

修
工

事
の

施
工

管
理

項
目

等
参

考
例

イ
　

撮
影

記
録

に
よ

る
出

来
形

管
理

巻-35

（
案

）



イ
　

撮
影

記
録

に
よ

る
出

来
形

管
理 撮

影
基

準
撮

影
箇

所
撮

影
方

法
管

理
方

法
備

　
考

～
略

～

施
工

前
後

の
表

面
の

状
況

を
撮

影
す

る
。

着
手

前
1
回

、
施

工
完

了
後

1
回

施
工

状
況

、
使

用
機

械
、

施
工

時
の

洗
浄

圧
力

等
を

撮
影

す
る

。
施

工
中

不
陸

の
状

況
、

凹
凸

を
撮

影
す

る
。

施
工

中

付
着

強
度

試
験

の
測

定
値

を
撮

影
す

る
。

構
造

図
の

寸
法

標
示

箇
所

を
撮

影
す

る
。

幅
、

厚
さ

、
高

さ
、

長
さ

、
配

筋
、

そ
の

他
必

要
箇

所
を

撮
影

す
る

。

「
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
」
別

表
第

２
　

撮
影

記
録

に
よ

る
出

来
形

管
理

　
1
 共

通
工

事
 1

.一
般

 を
参

照
。

頭 首 工 補 修 工 事

2
.　

下
地

処
理

1
ブ

ロ
ッ

ク
に

つ
き

1
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。

打
換

え
工

法

 工
  
  
  
  
  
種

共 通 工 事

1
.　

一
般
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【打換え工法】

頭首工補修工事の施工管理項目等参考例

ウ　施工管理の記録様式

（案）

○○年○月

農林水産省農村振興局整備部設計課施工企画調整室
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施工管理の様式例について

施工管理記録（下地処理・鉄筋処理・断面修復工）

施工管理記録（不陸調整）

様式－３ 施工管理記録（断面修復工・打換え工法　外観）

様式－４ 品質管理記録（圧縮強度試験）

下地処理後付着力試験結果表

表面被覆後付着力試験結果表
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様式－５

様式－１

様式－２

様式－６

　本資料は、「頭首工の補修工事の施工管理の項目等参考例」の「ア　直接測定による出来形管理」
及び「エ　品質管理(案)」に示す施工管理項目の報告様式の例として示すものである。工事契約仕様
書や現場毎の施工工程等に合わせて、適宜、項目を加除して使用下さい。

　様式中、「ア　直接測定による出来形管理」、「エ　品質管理(案)」に示す以外の項目が含まれます
が、規格値等を確保するため、受注者が任意で管理を行う項目として設定しています。

目　　　　次

様　　式 名　　　　　　　　　　　　　　　　　称 備　考



【様式-１】　

施工年月日： 　　　年  　月　　　日

工事名：   

受注社名：   測定者： 

[天候]：

[湿度]： ％ 

測点：(例)No.○～No.○
部位：(例)○ブロック

測点：
部位：

測点：
部位：

圧力計指示値 MPa MPa MPa

使用水量 ℓ/min ℓ/min ℓ/min

施工面積 ㎡ ㎡ ㎡

作業時間 min min min

付着阻害物の
有無と処置

無・有
(　　　　　　　）

無・有
(　　　　　　　）

無・有
(　　　　　　　）

劣化部の
有無と処置

無・有
(　　　　　　　）

無・有
(　　　　　　　）

無・有
(　　　　　　　）

鉄筋状態の
良否と処置

良・否
(　　　　　　　)

良・否
(　　　　　　　)

良・否
(　　　　　　　)

防錆材塗布の
有無と処置

有・無
(　　　　　　　)

有・無
(　　　　　　　)

有・無
(　　　　　　　)

施工厚さ
測定時期：補修前・硬化
後
　　　　　　　mm

測定時期：補修前・硬化
後

　　　　　　mm

測定時期：補修前・硬化
後

　　　　　　mm

圧縮強度
(材齢28日)

平均値：　　N/㎟
最小値：　　N/㎟

平均値：　　N/㎟
最小値：　　N/㎟

平均値：　　N/㎟
最小値：　　N/㎟

施工管理記録(下地処理・鉄筋処理・打換え工）

天候及び
屋外環境

 [気温]：最高　　　　　 ℃ 　　最低　　　　　　 ℃

 [測定年月日]： 　 年　 月　 日

施　工
工程名

施　　工

<記入例>
・下地処理・劣化部除去・鉄筋処理・
打換え工　より選択し記入する

鉄
筋
処
理

表面状態

打
換
え
工
法

 [測定時間]： 　 時　　 分　～　　　 時　　 分

下
地
処
理
・
劣
化
部
除
去

表面状態
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   管理結果及び処置の内容

※下地処理・劣化部除去の表面状態の欄において、付着阻害物「有」、劣化部「有」となった場合は、下段（
）に処理状況を記載する。

※鉄筋処理の表面状態の欄において、鉄筋状態「否」、防錆材塗布「無」となった場合は、下段（　　）に処理状
況を記載する。

管理種目 管理項目

施
工
管
理

高圧・超高圧
洗浄処理



【様式-２】　

施工年月日： 　　　年  　月　　　日

工事名：   

受注社名：   測定者： 

天候及び
屋外環境 [湿度]： ％ 

管理種目
測点：(例)No.○
部位：(例)○ブロック

測点：
部位：

測点：
部位：

施工
圧縮強度
(材齢28日)

平均値：　　N/㎟
最小値：　　N/㎟

平均値：　　N/㎟
最小値：　　N/㎟

平均値：　　N/㎟
最小値：　　N/㎟

平坦さ
良・否

(　　　　　　　)
良・否

(　　　　　　　)
良・否

(　　　　　　　)

密実さ
良・否

(　　　　　　　)
良・否

(　　　　　　　)
良・否

(　　　　　　　)

浮き
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

ひび割れ
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

硬化不良
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

その他
（
）

良・否
(　　　　　　　)

良・否
(　　　　　　　)

良・否
(　　　　　　　)

※外観の欄において「否」もしくは「有」となった場合は、下段（　　）に処理状況を記載する。

施工管理 外観
（仕上がり

状態）
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施工管理記録(不陸調整)

[天候]： [気温]：最高　　 ℃ 　　最低　　　　℃

[測定年月日]： 　　年　　月　　日

施工
工程名

<記入例>
不陸調整工

[測定時間]： 　　時　　　分　～　　　　時　　　分

 管理結果及び処置の内容 

管理項目



【様式-３】　

施工年月日 ：  　　　年  　月　　　日

工事名：  

受注社名：  測定者： 

施工
工程名

管理種
目

測点：(例)No.○
部位：(例)○ブロック

測点：
部位：

測点：
部位：

浮き
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

ひび割れ
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

硬化不良
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

平滑
良・否

(　　　　　　　)
良・否

(　　　　　　　)
良・否

(　　　　　　　)

無・有
(　　　　　　　)

無・有
(　　　　　　　)

無・有
(　　　　　　　)

鉄筋の錆
（錆除去後）

無・有
(　　　　　　　)

無・有
(　　　　　　　)

無・有
(　　　　　　　)

塗り残し
（防錆材塗布）

無・有
(　　　　　　　)

無・有
(　　　　　　　)

無・有
(　　　　　　　)

塗りむら
（防錆材塗布）

無・有
(　　　　　　　)

無・有
(　　　　　　　)

無・有
(　　　　　　　)

無・有
(　　　　　　　)

無・有
(　　　　　　　)

無・有
(　　　　　　　)
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※本様式は、打換え工または鉄筋処理の外観を確認する際に使用するものとし、各工法において該
当する管理項目の内容を記入する。

※外観の欄において、浮き、ひび割れ、硬化不良、平滑不良、鉄筋の錆、塗り残し、塗りむら等が
「否」もしくは「有」となった場合は、下段（ ）に処置位置・内容を記入する。

<記入例> 打換えor鉄筋処理  管理結果及び処置の位置・内容 

管理項目

施
工
管
理

打
換
え
工
（
外
観
）

その他
（空欄に具体的な内容
を明記）

鉄
筋
処
理
（
外
観
）その他

（空欄に具体的な内容
を明記）

施工管理記録(打換え工・鉄筋処理　外観)

天候及
び

屋外環
境

[天候]： [気温]：最高　　 ℃ 　　最低　　　　℃

[測定年月日]：
 　　年　　月　　日

[測定時間]： 　　時　　　分　～　　　時　　　分



【様式-４】　

工事名：   

受注社名：   測定者： 

工程名： （例）打換え工

材料種別： （例）高強度コンクリート 規格値： 4週強度 N/㎟

1 2 3 平均値

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

  　 　  

４週試験日 養生日数
規格値

（N/㎟）

試験値（N/㎟）

４週(28日)圧縮強度　平均値

※本様式は、表面被覆工（無機系）、表面被覆工（パネル工法）のグラウト材、表面被覆工（有機系、パネル）に
不陸調整材を使用する場合及び断面修復工、打換え工を行う場合に使用する。

巻-42

品質管理記録（圧縮強度試験）

打設日

４週(28日)圧縮強度

施工区間 備考



【様式-５】　

試験年月日：　　　年　　月　　日

工事名：   

受注社名：  測定者： 

試験箇所(測点№)：

試験箇所 1 2 3 平均

最大引張荷重T（kN)

付着強度（N／㎟)

破壊面の位置

判定 良・否 良・否 良・否 合・否

試験箇所 1 2 3 平均

最大引張荷重T（kN)

付着強度（N／㎟)

破壊面の位置

判定 良・否 良・否 良・否 合・否

試験箇所 1 2 3 平均

最大引張荷重T（kN)

付着強度（N／㎟)

破壊面の位置

判定 良・否 良・否 良・否 合・否

（特記事項）

（試験箇所）

※基準値の欄は、施工管理項目等参考例などを参考に判定基準値を記載する。
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基準値
（N／㎟)

○ブロック

基準値
（N／㎟)

下地処理後付着力試験結果表

○ブロック

基準値
（N／㎟)

○ブロック



【様式-６】　

試験年月日：　　　年　　月　　日

工事名：   

受注社名：  測定者： 

試験箇所(測点№)：

試験箇所 1 2 3 平均

最大引張荷重T（kN)

付着強度（N／㎟)

破壊面の位置

判定 良・否 良・否 良・否 合・否

表面被覆工施工日

試験箇所 1 2 3 平均

最大引張荷重T（kN)

付着強度（N／㎟)

破壊面の位置

判定 良・否 良・否 良・否 合・否

表面被覆工施工日

試験箇所 1 2 3 平均

最大引張荷重T（kN)

付着強度（N／㎟)

破壊面の位置

判定 良・否 良・否 良・否 合・否

表面被覆工施工日

（特記事項）

（試験箇所）

※基準値の欄は、施工管理項目等参考例などを参考に判定基準値を記載する。
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○ブロック

基準値
（N／㎟)

○ブロック

基準値
（N／㎟)

表面被覆後付着力試験結果表

○ブロック

基準値
（N／㎟)



【打
換

え
工

法
】

頭
首

工
補

修
工

事
の

施
工

管
理

項
目

等
参

考
例

エ
　

品
質

管
理
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（
案

）



エ
　

品
質

管
理

工
種

項
目

区
分

試
験

方
法

試
験

基
準

（
参

考
）
規

格
値

管
理

方
式

処
置

下 地 処 理

－
施

工
単

軸
引

張
試

験
下

地
処

理
後

5
0
0
㎡

ご
と

に
３

箇
所

、
1
箇

所
当

た
り

の
試

験
数

は
３

個

３
個

の
試

験
値

の
平

均
値

が
1
.0

Ｎ
/
㎟

以
上

、
か

つ
個

々
の

試
験

値
が

0
.8

5N
/
㎟

以
上

。

１
．

記
録

の
方

式
試

験
結

果
は

、
様

式
－

１
１

に
取

り
ま

と
め

、
測

定
値

が
2
0
点

以
上

の
場

合
は

、
工

程
能

力
図

、
Ⅹ

-
Ｒ

s-
Ｒ

m
又

は
Ⅹ

-
Ｒ

管
理

図
等

に
よ

っ
て

管
理

し
、

2
0
点

未
満

の
場

合
は

結
果

一
覧

表
に

よ
る

。

－

事
前

に
提

出

事
前

に
提

出

J
S

C
E
-
K
 5

6
1

試
験

体
：
円

柱
供

試
体

（
φ

5
0
m

m
×

1
0
0
㎜

）
等

を
1
回

に
つ

き
3
本

採
取

。
作

成
1
日

後
に

脱
型

し
、

材
齢

2
8

日
ま

で
2
0
℃

±
2
℃

の
水

中
養

生
。

荷
卸

し
時

1
回

／
日

ま
た

は
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
～

1
5
0
ｍ

３
ご

と
に

1
回

。
な

お
、

テ
ス

ト
ピ

ー
ス

は
打

設
場

所
で

採
取

し
、

1
回

に
つ

き
6
本

。

1
回

の
試

験
結

果
は

指
定

し
た

呼
び

強
度

の
8
5
％

以
上

で
あ

る
こ

と
。

3
回

の
試

験
結

果
の

平
均

値
は

、
指

定
し

た
呼

び
強

度
以

上
で

あ
る

こ
と

。
報

告
書

の
提

出
-

J
IS

 A
 1

1
0
1

荷
卸

し
時

1
回

／
日

ま
た

は
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
～

1
5
0
ｍ

３
ご

と
に

1
回

、
お

よ
び

荷
卸

し
時

に
品

質
変

化
が

認
め

ら
れ

た
時

。

ス
ラ

ン
プ

5
c
m

以
上

8
c
m

未
満

　
許

容
差

±
1
.5

ｃ
ｍ

ス
ラ

ン
プ

8
c
m

以
上

1
8
cm

未
満

　
許

容
差

±
2
.5

c
m

ス
ラ

ン
プ

2
1
c
m

　
許

容
差

±
1
.5

c
m

報
告

書
の

提
出

-

J
IS

　
A

　
1
1
1
6

J
IS

　
A

　
1
1
1
8

J
IS

　
A

　
1
1
2
8

荷
卸

し
時

1
回

／
日

ま
た

は
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
～

1
5
0
ｍ

３
ご

と
に

1
回

、
お

よ
び

荷
卸

し
時

に
品

質
変

化
が

認
め

ら
れ

た
時

。

±
1
.5

％
（
許

容
差

）
報

告
書

の
提

出
-
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試
験

（
測

定
）
項

目

付
着

強
度

試
験

生
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
(J

IS
表

示
認

可
向

上
)の

試
験

成
績

書
に

よ
る

5
0
N

に
つ

い
て

は
試

験
練

り
を

実
施

す
る

圧
縮

強
度

試
験

ス
ラ

ン
プ

試
験

生
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
(J

IS
表

示
認

可
向

上
)の

試
験

成
績

書
に

よ
る

施
工

打 換 え 工 法

打
換

え
工

法

材
料

空
気

量
試

験

材
料

試
験

配
合

試
験
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施工管理項目等参考例 

 

(3) 無機系被覆工法 



【無
機

系
被

覆
工

法
】

頭
首

工
補

修
工

事
の

施
工

管
理

項
目

等
参

考
例

ア
　

直
接

測
定

に
よ

る
出

来
形

管
理
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（
案

）



ア
　

直
接

測
定

に
よ

る
出

来
形

管
理

管
理

図
表

に
よ

る
も

の
（
様

式
2
-
1
、

2
-
2
）

結
果

一
覧

表
に

よ
る

も
の

（
様

式
3
-
1
）

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
も

の

下
地

処
理

外
観

表
面

に
付

着
物

が
な

く
、

骨
材

表
面

が
露

出
し

劣
化

物
の

な
い

コ
ン

ク
リ

ー
ト

表
面

で
あ

る
こ

と
。

同
左

1
ブ

ロ
ッ

ク
ご

と
に

1
箇

所
の

割
合

で
被

覆
面

を
目

視
確

認
す

る
。

－
－

－

様
式

－
１

に
示

す
下

地
処

理
・劣

化
部

除
処

・劣
化

部
除

去
の

「表
面

状
態

」に
よ

り
管

理
す

る
。

外
観

表
面

被
覆

の
施

工
に

支
障

を
き

た
す

浮
き

、
ひ

び
割

れ
、

硬
化

不
良

等
が

な
く
、

平
滑

で
あ

る
こ

と
。

同
左

1
ブ

ロ
ッ

ク
ご

と
に

1
箇

所
の

割
合

で
被

覆
面

を
目

視
確

認
す

る
。

－
－

－
様

式
－

３
に

示
す

「外
観

」に
よ

り
管

理
す

る
。

面
積

（A
）

－
施

工
面

積
≧

設
計

面
積

全
施

工
面

積
に

つ
い

て
、

展
開

図
又

は
そ

の
他

の
方

法
に

よ
り

測
定

(求
積

)し
、

確
認

す
る

。

－
ブ

ロ
ッ

ク
の

施
工

面
積

－

基
準

高
(V

)
±

20
±

30
構

造
図

の
寸

法
表

示
箇

所
を

測
定

す
る

。

基
準

高
、

長
さ

で
20

点
以

上
は

管
理

図
表

に
よ

る
。

20
点

未
満

は
結

果
一

覧
表

に
よ

る
。

基
準

高
、

幅
、

厚
さ

、
高

さ
、

長
さ

被
覆

厚
さ

（T
）

＋
7　

　
－

0
－

0
1
ブ

ロ
ッ

ク
ご

と
に

1
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

測
定

値
20

点
以

上
の

も
の

測
定

値
20

点
未

満
の

も
の

外
観

被
覆

面
に

む
ら

が
な

く
、

流
れ

、
剥

が
れ

、
浮

き
、

ひ
び

割
れ

、
硬

化
不

良
等

が
な

い
こ

と
。

同
左

1
ブ

ロ
ッ

ク
ご

と
に

1
箇

所
の

割
合

で
被

覆
面

を
目

視
確

認
す

る
。

－
－

－

面
積

（A
）

－
施

工
面

積
≧

設
計

面
積

全
施

工
面

積
に

つ
い

て
、

展
開

図
又

は
そ

の
他

の
方

法
に

よ
り

測
定

(求
積

)し
、

確
認

す
る

。

－
ブ

ロ
ッ

ク
の

施
工

面
積

－

概
　

　
要

 工
種

項
目

（参
考

）
規

格
値

（㎜
）

測
 定

 基
 準

管
理

方
式

測
 定

 箇
 所

 標
 準

 図

表
面

被
覆

工
（無

機
系

）

不
陸

調
整

管
理

基
準

値
（㎜

）

巻-49



【無
機

系
被

覆
工

法
】

頭
首

工
補

修
工

事
の

施
工

管
理

項
目

等
参

考
例

イ
　

撮
影

記
録

に
よ

る
出

来
形

管
理

巻-50

（
案

）



イ
　

撮
影

記
録

に
よ

る
出

来
形

管
理 撮

影
基

準
撮

影
箇

所
撮

影
方

法
管

理
方

法
備

　
考

～
略

～

施
工

前
後

の
表

面
の

状
況

を
撮

影
す

る
。

着
手

前
1
回

、
施

工
完

了
後

1
回

施
工

状
況

、
使

用
機

械
、

施
工

時
の

洗
浄

圧
力

等
を

撮
影

す
る

。
施

工
中

不
陸

の
状

況
、

凹
凸

を
撮

影
す

る
。

施
工

中

付
着

強
度

試
験

の
測

定
値

を
撮

影
す

る
。

施
工

状
況

、
使

用
機

械
を

撮
影

す
る

。
施

工
中

練
り

混
ぜ

、
配

合
状

況
を

撮
影

す
る

。

付
着

強
度

試
験

の
測

定
値

を
撮

影
す

る
。

被
覆

厚
さ

、
面

積
測

定
状

況
を

撮
影

す
る

。

全
1
回

材
料

の
総

使
用

量
が

分
か

る
も

の
（
空

缶
、

梱
包

材
等

）
を

撮
影

す
る

。
施

工
後
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 工
  
  
  
  
  
種

共 通 工 事

1
.　

一
般

1
ブ

ロ
ッ

ク
に

つ
き

1
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。

「
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
」
別

表
第

２
　

撮
影

記
録

に
よ

る
出

来
形

管
理

　
1
 共

通
工

事
 1

.一
般

 を
参

照
。

頭 首 工 補 修 工 事

2
.　

下
地

処
理

1
ブ

ロ
ッ

ク
に

つ
き

1
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。

3
.　

表
面

被
覆

工
　

（
無

機
系

）



【無機系被覆工法】

頭首工補修工事の施工管理項目等参考例

ウ　施工管理の記録様式

（案）

巻-52



施工管理の様式例について

施工管理記録（下地処理・鉄筋処理）

施工管理記録（不陸調整）

施工管理記録（表面被覆工：無機系　外観）

品質管理記録（圧縮強度試験）

下地処理後付着力試験結果表

表面被覆後付着力試験結果表

施工管理記録（表面被覆工法）

様式－５

様式－６

 参　考

様式－４

様式－１

様式－２

巻-53

　本資料は、「開水路の補修工事の施工管理の項目等参考例」の「ア　直接測定による出来形管理」
及び「エ　品質管理(案)」に示す施工管理項目の報告様式の例として示すものである。工事契約仕様
書や現場毎の施工工程等に合わせて、適宜、項目を加除して使用下さい。

　様式中、「ア　直接測定による出来形管理」、「エ　品質管理(案)」に示す以外の項目が含まれます
が、規格値等を確保するため、受注者が任意で管理を行う項目として設定しています。

目　　　　次

様　　式 名　　　　　　　　　　　　　　　　　称 備　考

様式－３



【様式-１】　

施工年月日： 　　　年  　月　　　日

工事名：   

受注社名：   測定者： 

[天候]：

[湿度]： ％ 

測点：(例)No.○～No.○
部位：(例)右岸側壁

測点：
部位：

測点：
部位：

圧力計指示値 MPa MPa MPa

使用水量 ℓ/min ℓ/min ℓ/min

施工面積 ㎡ ㎡ ㎡

作業時間 min min min

付着阻害物の
有無と処置

無・有
(　　　　　　　）

無・有
(　　　　　　　）

無・有
(　　　　　　　）

劣化部の
有無と処置

無・有
(　　　　　　　）

無・有
(　　　　　　　）

無・有
(　　　　　　　）

鉄筋状態の
良否と処置

良・否
(　　　　　　　)

良・否
(　　　　　　　)

良・否
(　　　　　　　)

防錆材塗布の
有無と処置

有・無
(　　　　　　　)

有・無
(　　　　　　　)

有・無
(　　　　　　　)

施
工
管
理

   管理結果及び処置の内容

※下地処理・劣化部除去の表面状態の欄において、付着阻害物「有」、劣化部「有」となった場合は、下段（　　）
に処理状況を記載する。

※鉄筋処理の表面状態の欄において、鉄筋状態「否」、防錆材塗布「無」となった場合は、下段（　　）に処理状況
を記載する。

管理種目 管理項目

下
地
処
理
・
劣
化
部
除
去

高圧・超高圧
洗浄処理

表面状態

巻-54

施工管理記録(下地処理・鉄筋処理）

天候及び
屋外環境

 [気温]：最高　　　　　 ℃ 　　最低　　　　　　 ℃

 [測定年月日]： 　 年　 月　 日

施　工
工程名

鉄
筋
処
理

 [測定時間]： 　 時　　 分　～　　　 時　　 分<記入例>
・下地処理・劣化部除去・鉄筋処理・
断面修復　より選択し記入する

表面状態



【様式-２】　

施工年月日： 　　　年  　月　　　日

工事名：   

受注社名：   測定者： 

天候及び
屋外環境 [湿度]： ％ 

管理種目
測点：(例)No.○

部位：(例)右岸側壁

測点：
部位：

測点：
部位：

施工
圧縮強度
(材齢28日)

平均値：　　N/㎟
最小値：　　N/㎟

平均値：　　N/㎟
最小値：　　N/㎟

平均値：　　N/㎟
最小値：　　N/㎟

平坦さ
良・否

(　　　　　　　)
良・否

(　　　　　　　)
良・否

(　　　　　　　)

密実さ
良・否

(　　　　　　　)
良・否

(　　　　　　　)
良・否

(　　　　　　　)

浮き
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

ひび割れ
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

硬化不良
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

その他
（　　　　　　）

良・否
(　　　　　　　)

良・否
(　　　　　　　)

良・否
(　　　　　　　)

※外観の欄において「否」もしくは「有」となった場合は、下段（　　）に処理状況を記載する。

<記入例>
不陸調整工

[測定時間]： 　　時　　　分　～　　　　時　　　分

 管理結果及び処置の内容 

巻-55

管理項目

施工管理 外観
（仕上がり

状態）

施工管理記録(不陸調整)

[天候]： [気温]：最高　　 ℃ 　　最低　　　　℃

[測定年月日]： 　　年　　月　　日

施工
工程名



【様式-３】　

施工年月日：　　　年  　月　　　日

工事名：   

受注社名：   測定者： 

施工
工程名

管理種目
測点：(例)No.○～No.○

部位：(例)右岸側壁

測点：
部位：

測点：
部位：

むら
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

流れ
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

剥がれ
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

浮き
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

ひび割れ
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

硬化不良
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

無・有
(　　　　　　　)

無・有
(　　　　　　　)

無・有
(　　　　　　　)

 管理結果及び処置の位置・内容 

管理項目

施工管理 外観

その他
（空欄に具体的な
内容を明記）
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※本様式は、目視及び打音により、表面被覆工（無機系、有機系、シート工法）の外観を確認する際に使用
するものとし、各工法において該当する管理項目の内容を記入する。

※外観の欄において、むら、流れ、剥がれ、浮き、ひび割れ、硬化不良等が「有」となった場合は、下段
（）に処置位置・内容を記入する。

<記入例> 表面被覆工（○○
系）

施工管理記録(表面被覆工：無機系　外観)

天候及び
屋外環境

[天候]： [気温]：最高　　 ℃ 　　最低　　　　℃

[測定年月日]：
 　　年　　月　　日

[測定時間]： 　　時　　　分　～　　　時　　　分



【様式-４】　

工事名：   

受注社名：   測定者： 

工程名： （例）表面被覆工（無機系）

材料種別： （例）ポリマーセメントモルタル 規格値： 4週強度 N/㎟

1 2 3 平均値
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４週(28日)圧縮強度　平均値

※本様式は、表面被覆工（無機系）、表面被覆工（パネル工法）のグラウト材、表面被覆工（有機系、パネル）に
不陸調整材を使用する場合及び断面修復工、打換え工を行う場合に使用する。

品質管理記録（圧縮強度試験）

打設日

４週(28日)圧縮強度

施工区間 備考
４週試験日 養生日数

規格値
（N/㎟）

試験値（N/㎟）



【様式-５】　

試験年月日：　　　年　　月　　日

工事名：   

受注社名：  測定者： 

試験箇所(測点№)：

試験箇所 右－1 右－2 右－3 平均

最大引張荷重T（kN)

付着強度（N／㎟)

破壊面の位置

判定 良・否 良・否 良・否 合・否

試験箇所 底－1 底－2 底－3 平均

最大引張荷重T（kN)

付着強度（N／㎟)

破壊面の位置

判定 良・否 良・否 良・否 合・否

試験箇所 左－1 左－2 左－3 平均

最大引張荷重T（kN)

付着強度（N／㎟)

破壊面の位置

判定 良・否 良・否 良・否 合・否

（特記事項）

（試験箇所）

※基準値の欄は、施工管理項目等参考例などを参考に判定基準値を記載する。
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基準値
（N／㎟)

左
岸
壁

基準値
（N／㎟)

下地処理後付着力試験結果表

右
岸
壁

基準値
（N／㎟)

底
版



【様式-６】　

試験年月日：　　　年　　月　　日

工事名：   

受注社名：  測定者： 

試験箇所(測点№)：

試験箇所 右－1 右－2 右－3 平均

最大引張荷重T（kN)

付着強度（N／㎟)

破壊面の位置

判定 良・否 良・否 良・否 合・否

表面被覆工施工日

試験箇所 底－1 底－2 底－3 平均

最大引張荷重T（kN)

付着強度（N／㎟)

破壊面の位置

判定 良・否 良・否 良・否 合・否

表面被覆工施工日

試験箇所 左－1 左－2 左－3 平均

最大引張荷重T（kN)

付着強度（N／㎟)

破壊面の位置

判定 良・否 良・否 良・否 合・否

表面被覆工施工日

（特記事項）

（試験箇所）

※基準値の欄は、施工管理項目等参考例などを参考に判定基準値を記載する。
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表面被覆後付着力試験結果表

右
岸
壁

基準値
（N／㎟)

底
版

基準値
（N／㎟)

左
岸
壁

基準値
（N／㎟)



【　参　考　】　

施工年月日：　　　年　　月　　日

工事名：   

  測定者： 

天候及び  [天候]：

屋外環境  [湿度]： ％ 

管理種目
測点：(例)No.○～No.○
部位：(例)右岸側壁

測点：
部位：

測点：
部位：

① 　℃  　時　分 ① 　℃  　時　分 ① 　℃  　時　分

② 　℃  　時　分 ② 　℃  　時　分 ② 　℃  　時　分

③ 　℃  　時　分 ③ 　℃  　時　分 ③ 　℃  　時　分

① 　％  　時　分 ① 　％  　時　分 ① 　％  　時　分

②　 ％  　時　分 ②　 ％  　時　分 ②　 ％  　時　分

③ 　％  　時　分 ③ 　％  　時　分 ③ 　％  　時　分

   

   

   

％ ％ ％

 ：  ：  ： 

 撹拌機の種類 
・自動式
・ハンドミキサー

・自動式
・ハンドミキサー

・自動式
・ハンドミキサー

 撹拌時間  分 分 分

所要量：　　　kg 所要量：　　　kg 所要量：　　　kg

塗布量：　　　kg 塗布量：　　　kg 塗布量：　　　kg

測定時期：
    施工中  ・  硬化後

測定時期：
    施工中  ・  硬化後

測定時期：
    施工中  ・  硬化後

mm mm mm

 特記事項
 安全管理等
 その他

  

施工管理

コンクリートの表面含水率（％）
（表面被覆前）

 塗料の配合量［主材：硬化剤］
（kg）

 練り混ぜ

 施工

 塗布量（kg) 

 施工厚さ

施工環境

 気温  施工中  

 湿度  施工中  

 処置・対策内容

（換気，除湿，加温，養生等） 

 結露状況点検結果
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施工管理記録(表面被覆工法)

受注社名： 

 [気温]：最高　　　　　 ℃ 　　最低　　　　　　 ℃

 [測定年月日]： 　 年　 月　 日

施工
工程名

<記入例> 表面被覆工（○○系）
 [測定時間]： 　 時　　 分　～　　　 時　　 分

 管理結果及び処置の内容 

管理項目



【無
機

系
被

覆
工

法
】

頭
首

工
補

修
工

事
の

施
工

管
理

項
目

等
参

考
例

エ
　

品
質

管
理

巻-61

（
案

）



エ
　

品
質

管
理

工
種

項
目

区
分

試
験

方
法

試
験

基
準

（
参

考
）
規

格
値

管
理

方
式

処
置

下 地 処 理

－
施

工
単

軸
引

張
試

験
下

地
処

理
後

5
0
0
㎡

ご
と

に
３

箇
所

、
1
箇

所
当

た
り

の
試

験
数

は
３

個

３
個

の
試

験
値

の
平

均
値

が
1
.0

Ｎ
/
㎟

以
上

、
か

つ
個

々
の

試
験

値
が

0
.8

5N
/
㎟

以
上

。

１
．

記
録

の
方

式
試

験
結

果
は

、
様

式
－

１
１

に
取

り
ま

と
め

、
測

定
値

が
2
0
点

以
上

の
場

合
は

、
工

程
能

力
図

、
Ⅹ

-
Ｒ

s-
Ｒ

m
又

は
Ⅹ

-
Ｒ

管
理

図
等

に
よ

っ
て

管
理

し
、

2
0
点

未
満

の
場

合
は

結
果

一
覧

表
に

よ
る

。

－

J
IS

 A
 1

1
5
3

促
進

期
間

4
 週

間
中

性
化

深
さ

5
㎜

以
下

（
中

性
化

速
度

係
数

1
8㎜

／
√

年
以

下
）

標
準

条
件

多
湿

条
件

低
温

条
件

水
中

条
件

乾
湿

繰
返

し
条

件

温
冷

繰
返

し
条

件

J
S

C
E
-
K
 5

6
1

（
2
8
日

養
生

）
圧

縮
強

度
2
1
.0

N
/
㎟

以
上

J
IS

 A
 1

1
2
9
-
3

試
験

体
作

成
時

及
び

脱
型

後
の

養
生

条
件

：
温

度
2
3
±

2
℃

、
湿

度
5
0
±

5
%

2
日

間
養

生
後

に
脱

型
し

た
長

さ
を

基
長

と
し

、
材

齢
2
8

日 の
長

さ
変

化
率

が
0
.0

5%
以

下

表
面

被
覆

材
の

水
砂

噴
流

摩
耗

試
験

(案
)

(材
齢

2
8
日

、
1
0
時

間
経

過
後

)

標
準

供
試

体
に

対
す

る
平

均
摩

耗
深

さ
の

比
が

無
機

系
：

1
.5

以
下

、
H

P
F
R

C
C

：
2.

5
以

下

J
IS

 A
 1

1
4
8
 （

A
法

）
凍

結
融

解
3
0
0
ｻ

ｲ
ｸ
ﾙ

相
対

動
弾

性
係

数
8
5
％

以
上

圧
縮

強
度

試
験

J
S

C
E
-
K
 5

6
1

試
験

体
：

　
円

柱
供

試
体

（
φ

5
0
m

m
×

1
0
0

㎜
）
等

を
1
回

に
つ

き
3
本

採
取

。
　

作
成

1
日

後
に

脱
型

し
、

材
齢

2
8
日

ま
で

2
0
℃

±
2
℃

の
水

中
養

生
。

①
試

験
体

の
作

製
：

　
表

面
被

覆
工

施
工

中
の

材
料

練
り

混
ぜ

中
の

も
の

か
ら

採
取

。
②

試
験

頻
度

：
　

5
0
0
㎡

毎
に

１
回

。

圧
縮

強
度

2
1
.0

N
/
㎟

以
上

１
．

記
録

の
方

式
　

試
験

結
果

は
、

土
木

工
事

施
工

管
理

基
準

別
表

第
４

施
工

管
理

記
録

様
式

1
6
及

び
様

式
－

１
０

に
取

り
ま

と
め

、
測

定
値

が
2
0
点

以
上

の
場

合
は

、
工

程
能

力
図

、
Ⅹ

-
Ｒ

s-
Ｒ

m
又

は
Ⅹ

-
Ｒ

管
理

図
等

に
よ

っ
て

管
理

し
、

2
0
点

未
満

の
場

合
は

結
果

一
覧

表
に

よ
る

。

－

付
着

強
度

試
験

単
軸

引
張

試
験

表
面

被
覆

後
5
0
0
㎡

ご
と

に
３

箇
所

、
1
箇

所
当

た
り

の
試

験
数

は
３

個

３
個

の
試

験
値

の
平

均
値

が
1
.0

Ｎ
/
㎟

以
上

、
か

つ
個

々
の

試
験

値
が

0
.8

5N
/
㎟

以
上

。

１
．

記
録

の
方

式
　

試
験

結
果

は
、

様
式

-
１

２
に

取
り

ま
と

め
、

測
定

値
が

2
0
点

以
上

の
場

合
は

、
工

程
能

力
図

、
Ⅹ

-
Ｒ

s-
Ｒ

m
又

は
Ⅹ

-
Ｒ

管
理

図
等

に
よ

っ
て

管
理

し
、

2
0
点

未
満

の
場

合
は

結
果

一
覧

表
に

よ
る

。

－

巻-62

試
験

（
測

定
）
項

目

付
着

強
度

試
験

表 面 被 覆 工

表
面

被
覆

（
無

機
系

）

材
料

中
性

化
促

進
試

験

工
法

の
性

能
、

材
料

の
配

合
や

構
造

等
が

変
わ

る
毎

に
実

施
。

施
工

－

（
１

）
試

験
報

告
書

記
載

の
試

験
内

容
、

試
験

結
果

を
確

認
し

、
必

要
に

応
じ

て
立

会
検

査
を

行
う

。
（
２

）
規

格
値

の
範

囲
に

収
ま

ら
な

い
材

料
は

使
用

し
て

は
な

ら
な

い
。

付
着

強
度

試
験

J
S

C
E
-
K
 5

6
1

水
中

条
件

に
お

け
る

養
生

条
件

：
供

試
体

作
成

後
、

温
度

2
0

±
2
℃

、
相

対
湿

度
 6

0
±

1
0
%
で

7
日

間
気

中
養

生
後

、
脱

型
し

て
水

中
養

生
を

行
う

。
乾

湿
・
温

冷
繰

り
返

し
回

数
は

1
0
サ

イ
ク

ル
不

陸
調

整
を

併
せ

て
行

う
場

合
は

、
不

陸
調

整
材

を
用

い
た

仕
様

の
供

試
体

で
試

験
を

行
う

。

（
標

準
・
多

湿
・
低

温
条

件
の

場
合

）
付

着
強

度
1
.5

N
/
㎟

以
上

（
水

中
・
乾

湿
・
温

冷
条

件
の

場
合

）
付

着
強

度
1
.0

N
/
㎟

以
上

摩
耗

深
さ

凍
結

融
解

試
験

圧
縮

強
度

試
験

長
さ

変
化

率
試

験
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施工管理項目等参考例 

 

(4) 有機系被覆工法 



【有
機

系
被

覆
工

法
】

頭
首

工
補

修
工

事
の

施
工

管
理

項
目

等
参

考
例

ア
　

直
接

測
定

に
よ

る
出

来
形

管
理

巻-64

（
案

）



ア
　

直
接

測
定

に
よ

る
出

来
形

管
理

管
理

図
表

に
よ

る
も

の
（
様

式
2
-
1
、

2
-
2
）

結
果

一
覧

表
に

よ
る

も
の

（
様

式
3
-
1
）

構
造

図
に

朱
記

、
併

記
す

る
も

の

下
地

処
理

外
観

表
面

に
付

着
物

が
な

く
、

骨
材

表
面

が
露

出
し

劣
化

物
の

な
い

コ
ン

ク
リ

ー
ト

表
面

で
あ

る
こ

と
。

同
左

1
ブ

ロ
ッ

ク
ご

と
に

1
箇

所
の

割
合

で
被

覆
面

を
目

視
確

認
す

る
。

－
－

－

様
式

－
１

に
示

す
下

地
処

理
・
劣

化
部

除
処

・
劣

化
部

除
去

の
「
表

面
状

態
」
に

よ
り

管
理

す
る

。

外
観

表
面

被
覆

の
施

工
に

支
障

を
き

た
す

浮
き

、
ひ

び
割

れ
、

硬
化

不
良

等
が

な
く
、

平
滑

で
あ

る
こ

と
。

同
左

1
ブ

ロ
ッ

ク
ご

と
に

1
箇

所
の

割
合

で
被

覆
面

を
目

視
確

認
す

る
。

－
－

－
様

式
－

３
に

示
す

「
外

観
」
に

よ
り

管
理

す
る

。

面
積

（
A

）
－

施
工

面
積

≧
設

計
面

積

全
施

工
面

積
に

つ
い

て
、

展
開

図
又

は
そ

の
他

の
方

法
に

よ
り

測
定

(求
積

)し
、

確
認

す
る

。

－
ブ

ロ
ッ

ク
の

施
工

面
積

－

基
準

高
(V

)
±

2
0

±
3
0

構
造

図
の

寸
法

表
示

箇
所

を
測

定
す

る
。

基
準

高
、

長
さ

で
2
0
点

以
上

は
管

理
図

表
に

よ
る

。

2
0
点

未
満

は
結

果
一

覧
表

に
よ

る
。

基
準

高
、

幅
、

厚
さ

、
高

さ
、

長
さ

被
覆

厚
さ

（
T
）

－
0

－
0

1
ブ

ロ
ッ

ク
ご

と
に

1
箇

所
の

割
合

で
測

定
す

る
。

測
定

値
2
0
点

以
上

の
も

の
測

定
値

2
0
点

未
満

の
も

の
－

外
観

被
覆

面
に

む
ら

が
な

く
、

流
れ

、
剥

が
れ

、
浮

き
、

ひ
び

割
れ

、
硬

化
不

良
等

が
な

い
こ

と
。

同
左

1
ブ

ロ
ッ

ク
ご

と
に

1
箇

所
の

割
合

で
被

覆
面

を
目

視
確

認
す

る
。

－
－

－

面
積

（
A

）
－

施
工

面
積

≧
設

計
面

積

全
施

工
面

積
に

つ
い

て
、

展
開

図
又

は
そ

の
他

の
方

法
に

よ
り

測
定

(求
積

)し
、

確
認

す
る

。

－
ブ

ロ
ッ

ク
の

施
工

面
積

－

表
面

被
覆

工
（
有

機
系

）

不
陸

調
整

管
理

基
準

値
（
㎜

）
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概
　

　
要

 工
種

項
目

（
参

考
）

規
格

値
（
㎜

）
測

 定
 基

 準

管
理

方
式

測
 定

 箇
 所

 標
 準

 図



【有
機

系
被

覆
工

法
】

頭
首

工
補

修
工

事
の

施
工

管
理

項
目

等
参

考
例

イ
　

撮
影

記
録

に
よ

る
出

来
形

管
理

巻-66

（
案

）



イ
　

撮
影

記
録

に
よ

る
出

来
形

管
理 撮

影
基

準
撮

影
箇

所
撮

影
方

法
管

理
方

法
備

　
考

～
略

～

施
工

前
後

の
表

面
の

状
況

を
撮

影
す

る
。

着
手

前
1
回

、
施

工
完

了
後

1
回

施
工

状
況

、
使

用
機

械
、

施
工

時
の

洗
浄

圧
力

等
を

撮
影

す
る

。
施

工
中

不
陸

の
状

況
、

凹
凸

を
撮

影
す

る
。

施
工

中

付
着

強
度

試
験

の
測

定
値

を
撮

影
す

る
。

施
工

状
況

、
使

用
機

械
を

撮
影

す
る

。
施

工
中

練
り

混
ぜ

、
配

合
状

況
を

撮
影

す
る

。

付
着

強
度

試
験

の
測

定
値

を
撮

影
す

る
。

被
覆

厚
さ

、
面

積
測

定
状

況
を

撮
影

す
る

。

全
1
回

材
料

の
総

使
用

量
が

分
か

る
も

の
（
空

缶
、

梱
包

材
等

）
を

撮
影

す
る

。
施

工
後

巻-67

「
土

木
工

事
施

工
管

理
基

準
」
別

表
第

２
　

撮
影

記
録

に
よ

る
出

来
形

管
理

　
1
 共

通
工

事
 1

.一
般

 を
参

照
。

頭 首 工 補 修 工 事

2
.　

下
地

処
理

1
ブ

ロ
ッ

ク
に

つ
き

1
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。

3
.　

表
面

被
覆

工
　

（
無

機
系

）

 工
  
  
  
  
  
種

共 通 工 事

1
.　

一
般

1
ブ

ロ
ッ

ク
に

つ
き

1
箇

所
の

割
合

で
撮

影
す

る
。



【有機系被覆工法】

頭首工補修工事の施工管理項目等参考例

ウ　施工管理の記録様式

（案）
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施工管理の様式例について

施工管理記録（下地処理・鉄筋処理）

施工管理記録（不陸調整）

施工管理記録（表面被覆工：有機系工法　外観）

様式－４ 品質管理記録（圧縮強度試験）

様式－５ 下地処理後付着力試験結果表

表面被覆後付着力試験結果表

巻-69

様式－３

様式－１

様式－２

様式－６

　本資料は、「頭首工の補修工事の施工管理の項目等参考例」の「ア　直接測定による出来形管理」
及び「エ　品質管理(案)」に示す施工管理項目の報告様式の例として示すものである。工事契約仕様
書や現場毎の施工工程等に合わせて、適宜、項目を加除して使用下さい。

　様式中、「ア　直接測定による出来形管理」、「エ　品質管理（案）」に示す以外の項目が含まれます
が、規格値等を確保するため、受注者が任意で管理を行う項目として設定しています。

目　　　　次

様　　式 名　　　　　　　　　　　　　　　　　称 備　考



【様式-１】　

施工年月日： 　　　年  　月　　　日

工事名：   

受注社名：   測定者： 

[天候]：

[湿度]： ％ 

測点：(例)No.○～No.○
部位：(例)○ブロック

測点：
部位：

測点：
部位：

圧力計指示値 MPa MPa MPa

使用水量 ℓ/min ℓ/min ℓ/min

施工面積 ㎡ ㎡ ㎡

作業時間 min min min

付着阻害物の
有無と処置

無・有
(　　　　　　　）

無・有
(　　　　　　　）

無・有
(　　　　　　　）

劣化部の
有無と処置

無・有
(　　　　　　　）

無・有
(　　　　　　　）

無・有
(　　　　　　　）

鉄筋状態の
良否と処置

良・否
(　　　　　　　)

良・否
(　　　　　　　)

良・否
(　　　　　　　)

防錆材塗布の
有無と処置

有・無
(　　　　　　　)

有・無
(　　　　　　　)

有・無
(　　　　　　　)
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※下地処理・劣化部除去の表面状態の欄において、付着阻害物「有」、劣化部「有」となった場合は、下段（　　）
に処理状況を記載する。

※鉄筋処理の表面状態の欄において、鉄筋状態「否」、防錆材塗布「無」となった場合は、下段（　　）に処理状況
を記載する。

管理種目 管理項目

施
工
管
理

下
地
処
理
・
劣
化
部
除
去

高圧・超高圧
洗浄処理

表面状態

施工管理記録(下地処理・鉄筋処理）

天候及び
屋外環境

 [気温]：最高　　　　　 ℃ 　　最低　　　　　　 ℃

 [測定年月日]： 　 年　 月　 日

施　工
工程名

鉄
筋
処
理

 [測定時間]： 　 時　　 分　～　　　 時　　 分<記入例>
・下地処理・劣化部除去・鉄筋処理・
打換え工　より選択し記入する

表面状態

   管理結果及び処置の内容



【様式-２】　

施工年月日： 　　　年  　月　　　日

工事名：   

受注社名：   測定者： 

天候及び
屋外環境 [湿度]： ％ 

管理種目
測点：(例)No.○

部位：(例)○ブロック

測点：
部位：

測点：
部位：

施工
圧縮強度
(材齢28日)

平均値：　　N/㎟
最小値：　　N/㎟

平均値：　　N/㎟
最小値：　　N/㎟

平均値：　　N/㎟
最小値：　　N/㎟

平坦さ
良・否

(　　　　　　　)
良・否

(　　　　　　　)
良・否

(　　　　　　　)

密実さ
良・否

(　　　　　　　)
良・否

(　　　　　　　)
良・否

(　　　　　　　)

浮き
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

ひび割れ
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

硬化不良
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

その他
（　　　　　　）

良・否
(　　　　　　　)

良・否
(　　　　　　　)

良・否
(　　　　　　　)

※外観の欄において「否」もしくは「有」となった場合は、下段（　　）に処理状況を記載する。

巻-71

管理項目

施工管理 外観
（仕上がり

状態）

施工管理記録(不陸調整)

[天候]： [気温]：最高　　 ℃ 　　最低　　　　℃

[測定年月日]： 　　年　　月　　日

施工
工程名

<記入例>
不陸調整工

[測定時間]： 　　時　　　分　～　　　　時　　　分

 管理結果及び処置の内容 



【様式-３】　

施工年月日：　　　年  　月　　　日

工事名：   

受注社名：   測定者： 

施工
工程名

管理種目
測点：(例)No.○～No.○

部位：(例)○ブロック
測点：
部位：

測点：
部位：

むら
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

流れ
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

剥がれ
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

浮き
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

ひび割れ
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

硬化不良
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)
無・有

(　　　　　　　)

無・有
(　　　　　　　)

無・有
(　　　　　　　)

無・有
(　　　　　　　)

巻-72

※本様式は、目視及び打音により、表面被覆工（有機系工法）の外観を確認する際に使用するものとし、各
工法において該当する管理項目の内容を記入する。

※外観の欄において、むら、流れ、剥がれ、浮き、ひび割れ、硬化不良等が「有」となった場合は、下段
（）に処置位置・内容を記入する。

<記入例> 表面被覆工（○○
系）

 管理結果及び処置の位置・内容 

管理項目

施工管理 外観

その他
（空欄に具体的な
内容を明記）

施工管理記録(表面被覆工：有機系工法　外観)

天候及び
屋外環境

[天候]： [気温]：最高　　 ℃ 　　最低　　　　℃

[測定年月日]：
 　　年　　月　　日

[測定時間]： 　　時　　　分　～　　　時　　　分



【様式-４】　

工事名：   

受注社名：   測定者： 

工程名： （例）表面被覆工（有機系）

材料種別： （例）樹脂モルタル 規格値： 4週強度 N/㎟

1 2 3 平均値

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

  　 　  

巻-73

養生日数
規格値

（N/㎟）

試験値（N/㎟）

４週(28日)圧縮強度　平均値

※本様式は、表面被覆工（無機系）、表面被覆工（パネル工法）のグラウト材、表面被覆工（有機系、パネル）
に不陸調整材を使用する場合及び断面修復工、打換え工を行う場合に使用する。

品質管理記録（圧縮強度試験）

打設日

４週(28日)圧縮強度

施工区間 備考
４週試験日



【様式-５】　

試験年月日：　　　年　　月　　日

工事名：   

受注社名：  測定者： 

試験箇所(測点№)：

試験箇所 1 2 3 平均

最大引張荷重T（kN)

付着強度（N／㎟)

破壊面の位置

判定 良・否 良・否 良・否 合・否

試験箇所 1 2 3 平均

最大引張荷重T（kN)

付着強度（N／㎟)

破壊面の位置

判定 良・否 良・否 良・否 合・否

試験箇所 1 2 3 平均

最大引張荷重T（kN)

付着強度（N／㎟)

破壊面の位置

判定 良・否 良・否 良・否 合・否

（特記事項）

（試験箇所）

※基準値の欄は、施工管理項目等参考例などを参考に判定基準値を記載する。

下地処理後付着力試験結果表

○ブロック

基準値
（N／㎟)

○ブロック

巻-74

基準値
（N／㎟)

○ブロック

基準値
（N／㎟)



【様式-６】　

試験年月日：　　　年　　月　　日

工事名：   

受注社名：  測定者： 

試験箇所(測点№)：

試験箇所 1 2 3 平均

最大引張荷重T（kN)

付着強度（N／㎟)

破壊面の位置

判定 良・否 良・否 良・否 合・否

表面被覆工施工日

試験箇所 1 2 3 平均

最大引張荷重T（kN)

付着強度（N／㎟)

破壊面の位置

判定 良・否 良・否 良・否 合・否

表面被覆工施工日

試験箇所 1 2 3 平均

最大引張荷重T（kN)

付着強度（N／㎟)

破壊面の位置

判定 良・否 良・否 良・否 合・否

表面被覆工施工日

（特記事項）

（試験箇所）

※基準値の欄は、施工管理項目等参考例などを参考に判定基準値を記載する。

巻-75

○ブロック

基準値
（N／㎟)

○ブロック

基準値
（N／㎟)

表面被覆後付着力試験結果表

○ブロック

基準値
（N／㎟)



【有
機

系
被

覆
工

法
】

頭
首

工
補

修
工

事
の

施
工

管
理

項
目

等
参

考
例

エ
　

品
質

管
理

巻-76

（
案

）



エ
　

品
質

管
理

工
種

項
目

区
分

試
験

方
法

試
験

基
準

（
参

考
）
規

格
値

管
理

方
式

処
置

下 地 処 理

－
施

工
単

軸
引

張
試

験
下

地
処

理
後

5
0
0
㎡

ご
と

に
３

箇
所

、
1
箇

所
当

た
り

の
試

験
数

は
３

個

３
個

の
試

験
値

の
平

均
値

が
1
.0

Ｎ
/
㎟

以
上

、
か

つ
個

々
の

試
験

値
が

0
.8

5N
/
㎟

以
上

。

１
．

記
録

の
方

式
試

験
結

果
は

、
様

式
－

１
１

に
取

り
ま

と
め

、
測

定
値

が
2
0
点

以
上

の
場

合
は

、
工

程
能

力
図

、
Ⅹ

-
Ｒ

s-
Ｒ

m
又

は
Ⅹ

-
Ｒ

管
理

図
等

に
よ

っ
て

管
理

し
、

2
0
点

未
満

の
場

合
は

結
果

一
覧

表
に

よ
る

。

－

材
料

促
進

耐
候

性
試

験

J
S

C
E
-
K
 5

1
1

ｷ
ｾ

ﾉ
ﾝ
ｱ

ｰ
ｸ
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟ式

2
,0

0
0
時

間
又

は
ｻ

ﾝ
ｼ
ｬ
ｲ
ﾝ
ｶ
ｰ

ﾎ
ﾞﾝ

ｱ
ｰ

ｸ
灯

式
1
,2

0
0
時

間

工
法

の
性

能
、

材
料

の
配

合
や

構
造

等
が

変
わ

る
毎

に
実

施
。

塗
膜

表
面

に
、

膨
れ

、
ひ

び
割

れ
、

剥
が

れ
が

な
い

こ
と

。

付
着

強
度

試
験

標
準

条
件

（
標

準
・
多

湿
・
低

温
条

件
の

場
合

）
付

着
強

度
1
.5

N
/
㎟

以
上

多
湿

条
件

低
温

条
件

水
中

条
件

（
水

中
・
乾

湿
・
温

冷
条

件
の

場
合

）
付

着
強

度
1
.0

N
/
㎟

以
上

乾
湿

繰
返

し
条

件

温
冷

繰
返

し
条

件

摩
耗

深
さ

表
面

被
覆

材
の

水
砂

噴
流

摩
耗

試
験

(案
)

(材
齢

2
8
日

、
1
0
時

間
経

過
後

)

標
準

供
試

体
に

対
す

る
平

均
摩

耗
深

さ
の

比
が

0
.5

以
下

ひ
び

割
れ

追
従

性
試

験
J
S

C
E
-
K
 5

3
2

試
験

体
の

種
類

：
標

準
状

態
試

験
体

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

の
場

合
　

中
追

従
：
伸

び
0
.4

㎜
以

上
無

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
の

場
合

　
高

追
従

：
伸

び
1
.0

m
m

以
上

繰
り

返
し

ひ
び

割
れ

追
従

性
試

験

J
S

C
E
-
K
 5

3
2

試
験

条
件

：
試

験
体

の
作

製
は

J
S

C
E
-
K
 5

3
2
の

標
準

状
態

試
験

体
に

同
じ

と
し

、
初

期
変

位
0
.2

㎜
、

伸
縮

±
0
.1

㎜
を

変
位

速
度

1
.0

H
zで

7
,3

0
0
回

以
上

繰
り

返
す

。

塗
膜

表
面

に
破

断
が

な
い

こ
と

施
工

付
着

強
度

試
験

単
軸

引
張

試
験

表
面

被
覆

後
5
0
0
㎡

ご
と

に
３

箇
所

、
1
箇

所
当

た
り

の
試

験
数

は
３

個

３
個

の
試

験
値

の
平

均
値

が
1
.0

Ｎ
/
㎟

以
上

、
か

つ
個

々
の

試
験

値
が

0
.8

5N
/
㎟

以
上

。

１
．

記
録

の
方

式
　

試
験

結
果

は
、

様
式

-
１

２
に

取
り

ま
と

め
、

測
定

値
が

2
0
点

以
上

の
場

合
は

、
工

程
能

力
図

、
Ⅹ

-
Ｒ

s-
Ｒ

m
又

は
Ⅹ

-
Ｒ

管
理

図
等

に
よ

っ
て

管
理

し
、

2
0
点

未
満

の
場

合
は

結
果

一
覧

表
に

よ
る

。

－

（
１

）
試

験
報

告
書

記
載

の
試

験
内

容
、

試
験

結
果

を
確

認
し

、
必

要
に

応
じ

て
立

会
検

査
を

行
う

。
（
２

）
規

格
値

の
範

囲
に

収
ま

ら
な

い
材

料
は

使
用

し
て

は
な

ら
な

い
。

－

巻-77

J
S

C
E
-
K
 5

6
1

水
中

条
件

に
お

け
る

養
生

条
件

：
供

試
体

作
成

後
、

温
度

2
0

±
2
℃

、
相

対
湿

度
 6

0
±

1
0
%
で

7
日

間
気

中
養

生
後

、
脱

型
し

て
水

中
養

生
を

行
う

。
乾

湿
・
温

冷
繰

り
返

し
回

数
は

1
0
サ

イ
ク

ル
不

陸
調

整
を

併
せ

て
行

う
場

合
は

、
不

陸
調

整
材

を
用

い
た

仕
様

の
供

試
体

で
試

験
を

行
う

。

表 面 被 覆 工

試
験

（
測

定
）
項

目

付
着

強
度

試
験

表
面

被
覆

（
有

機
系

）



工
種

項
目

区
分

試
験

方
法

試
験

基
準

（
参

考
）
規

格
値

管
理

方
式

処
置

表
面

被
覆

（
有

機
系

）
施

工
表

面
含

水
率

測
定

高
周

波
容

量
式

水
分

計
表

面
被

覆
前

施
工

ｽ
ﾊ

ﾟﾝ
毎

に
3
箇

所
、

1
箇

所
当

た
り

の
試

験
数

は
3
点

表
面

含
水

率
5
％

未
満

１
．

記
録

の
方

式
　

試
験

結
果

は
、

各
々

所
定

の
様

式
に

取
り

ま
と

め
、

測
定

値
が

2
0
点

以
上

の
場

合
は

、
工

程
能

力
図

、
Ⅹ

-
Ｒ

s-
Ｒ

m
又

は
Ⅹ

-
Ｒ

管
理

図
等

に
よ

っ
て

管
理

し
、

2
0
点

未
満

の
場

合
は

結
果

一
覧

表
に

よ
る

。

－

標
準

条
件

多
湿

条
件

低
温

条
件

水
中

条
件

乾
湿

繰
返

し
条

件

温
冷

繰
返

し
条

件

J
S

C
E
-
K
 5

6
1

　
（
2
8
日

養
生

）
圧

縮
強

度
2
1
.0

N
/
㎟

以
上

J
IS

 A
 1

1
2
9
-
3

試
験

体
作

成
時

及
び

脱
型

後
の

養
生

条
件

：
温

度
2
3
±

2
℃

、
湿

度
5
0
±

5
%

2
日

間
養

生
後

に
脱

型
し

た
長

さ
を

基
長

と
し

、
材

齢
2
8

日
の

長
さ

変
化

率
が

0
.0

5
%
以

下

J
IS

 A
 1

1
4
8
 （

A
法

）
凍

結
融

解
3
0
0
ｻ

ｲ
ｸ
ﾙ

相
対

動
弾

性
係

数
8
5
％

以
上

J
S

C
E
-
K
 5

6
1

試
験

体
：

　
円

柱
供

試
体

（
φ

5
0
m

m
×

1
0
0
㎜

）
等

を
1
回

に
つ

き
3
本

採
取

。
　

作
成

1
日

後
に

脱
型

し
、

材
齢

2
8
日

ま
で

2
0
℃

±
2
℃

の
水

中
養

生
。

①
試

験
体

の
作

製
：

　
不

陸
調

整
施

工
中

の
材

料
練

り
混

ぜ
中

の
も

の
か

ら
採

取
。

②
試

験
頻

度
：

　
5
0
0
㎡

毎
に

１
回

。

圧
縮

強
度

2
1
.0

N
/
㎟

以
上

１
．

記
録

の
方

式
　

試
験

結
果

は
、

土
木

工
事

施
工

管
理

基
準

別
表

第
４

　
施

工
管

理
記

録
様

式
1
6
及

び
様

式
－

１
０

に
取

り
ま

と
め

、
測

定
値

が
2
0
点

以
上

の
場

合
は

、
工

程
能

力
図

、
Ⅹ

-
Ｒ

s-
Ｒ

m
又

は
Ⅹ

-
Ｒ

管
理

図
等

に
よ

っ
て

管
理

し
、

2
0
点

未
満

の
場

合
は

結
果

一
覧

表
に

よ
る

。

－

単
軸

引
張

試
験

不
陸

調
整

後
5
0
0
㎡

ご
と

に
３

箇
所

、
1
箇

所
当

た
り

の
試

験
数

は
３

個

３
個

の
試

験
値

の
平

均
値

が
1
.0

Ｎ
/
㎟

以
上

、
か

つ
個

々
の

試
験

値
が

0
.8

5N
/
㎟

以
上

。

１
．

記
録

の
方

式
　

試
験

結
果

は
、

様
式

-
１

２
に

取
り

ま
と

め
、

測
定

値
が

2
0
点

以
上

の
場

合
は

、
工

程
能

力
図

、
Ⅹ

-
Ｒ

s-
Ｒ

m
又

は
Ⅹ

-
Ｒ

管
理

図
等

に
よ

っ
て

管
理

し
、

2
0
点

未
満

の
場

合
は

結
果

一
覧

表
に

よ
る

。

－

巻-78

試
験

（
測

定
）
項

目

圧
縮

強
度

試
験

付
着

強
度

試
験

・
ア

ン
カ

ー
固

定
方

式
パ

ネ
ル

工
法

は
行

わ
な

い
。

た
だ

し
、

不
陸

調
整

施
工

後
に

ア
ン

カ
ー

引
き

抜
き

試
験

を
行

う
も

の
と

す
る

。

不
陸

調
整

（
表

面
被

覆
工

法
（
有

機
系

、
パ

ネ
ル

）
に

併
せ

て
不

陸
調

整
を

行
う

場
合

)

材
料

表 面 被 覆 工

不
陸

調
整

（
表

面
被

覆
工

法
（
有

機
系

、
パ

ネ
ル

、
）
に

併
せ

て
不

陸
調

整
を

行
う

場
合

)

施
工

（
１

）
試

験
報

告
書

記
載

の
試

験
内

容
、

試
験

結
果

を
確

認
し

、
必

要
に

応
じ

て
立

会
検

査
を

行
う

。
（
２

）
規

格
値

の
範

囲
に

収
ま

ら
な

い
材

料
は

使
用

し
て

は
な

ら
な

い
。

（
水

中
・
乾

湿
・
温

冷
条

件
の

場
合

）
材

料
 付

着
強

度
1
.0

N
/㎟

以
上

圧
縮

強
度

試
験

－
長

さ
変

化
率

試
験

凍
結

融
解

試
験

付
着

強
度

試
験

・
有

機
系

被
覆

工
法

、
接

着
式

パ
ネ

ル
工

法
に

併
せ

て
不

陸
調

整
を

行
う

場
合

、
各

工
法

の
付

着
性

試
験

を
行

う
際

、
不

陸
調

整
材

を
用

い
た

仕
様

で
供

試
体

を
作

成
し

、
照

査
す

る
。

・
ア

ン
カ

ー
固

定
方

式
パ

ネ
ル

工
法

に
併

せ
て

不
陸

調
整

を
行

う
場

合
は

、
不

陸
調

整
材

が
単

層
仕

様
の

供
試

体
を

用
い

て
照

査
す

る
。

J
S

C
E
-
K
 5

6
1

水
中

条
件

に
お

け
る

養
生

条
件

：
供

試
体

作
成

後
、

温
度

2
0

±
2
℃

、
相

対
湿

度
 6

0
±

1
0
%
で

7
日

間
気

中
養

生
後

、
脱

型
し

て
水

中
養

生
を

行
う

。
乾

湿
・
温

冷
繰

り
返

し
回

数
1
0

サ
イ

ク
ル

。

工
法

の
性

能
、

材
料

の
配

合
や

構
造

等
が

変
わ

る
毎

に
実

施
。

（
標

準
・
多

湿
・
低

温
条

件
の

場
合

）
付

着
強

度
1
.5

N
/
㎟

以
上

－


